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令和 2年（2020 年）2月 14 日版 

 
※指導計画の表における「評価規準と評価方法」の列に，［  ］で示している箇所は，主として評価したことを記録

に残す場面を示しています。 
※単元ごとの配当時数，主な学習活動，評価規準などは，今後変更になる可能性があります。ご了承ください。 
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単元名 
１．わたしたちの国土 

（オリエンテーション） 
教科書の 

ページ 
上 p.6～7 

配当時数 1 時間 活動時期 4 月 
学習指導要

領の内容 
(1)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)オリエンテーション  

・地球の写真や地球儀を見

て，調べたいと思ったこ

とを話し合いましょう。 

p.6～7 

1 ①地球の写真や地球儀

をもとに，気づいたこ

とや調べたいと思っ

たことを発表する。 

＜気づいたこと＞ 

・地球の中の日本は小さ

い。 

・日本は細長い。 

・日本の西には，広い大

陸が続いているよう

に見える。 

・この写真の裏側にあ

る，大陸や海はどうな

っているのかな。 

＜調べたいと思ったこ 

と＞ 

・世界の大陸や海洋はど

うなっているのか。 

・日本のまわりにはどの

ような国があるのか。 

・人はどのあたりに住ん

でいるのか。 

・日本の国土に住む人た

ちは，どのようなくら

しをしているのか。 

 

 

 

 

 

 

◆地球の衛星写真

を見て，気づい

たことを自由に

発言させる。 

◆地球儀と地図の

実物を見て，確

認させる。 

◆地球儀と地図の

それぞれに描か

れている具体的

な内容について

は追究せず，見

た目の比較に留

める。 

［思判表］ 

発言内容から，「我

が国の国土の様子

について，問いを見

出しているか」を評

価する。 

 
  

めあて 日本は，地球のどこにあり，人々

のくらしは，どのようになっているのでし

ょうか。 
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小単元名 １．世界の中の国土 
教科書の 

ページ 
上 p.8～15 

配当時数 4 時間 活動時期 4 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｱ)(ｳ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，世界の大陸と主な海洋，主な国の位置，

海洋に囲まれ多数の島からなる国土の構成などに着目して，地図帳や地球

儀，各種の資料で調べ，まとめることで我が国の国土の様子をとらえ，そ

の特色を考え，表現することを通して，世界における我が国の国土の位置，

国土の構成，領土の範囲などを大まかに理解できるようにするとともに，

主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①世界の大陸と主な海洋，主な国の位置，海洋に囲まれ多数の島からなる

国土の構成などについて，地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要

な情報を集め，読み取り，我が国の国土の様子を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，世界における我が国の国土の位

置，国土の構成，領土の範囲などを大まかに理解している。 

思考・判断・表現 

①世界の大陸と主な海洋，主な国の位置，海洋に囲まれ多数の島からなる

国土の構成などに着目して，問いを見出し，我が国の国土の様子につい

て考え表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の国土の様子について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり

返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)世界の中の日本  

・つかむ 地球の様子や地図

を見て話し合い，世界の中

の日本について学習問題を

つくりましょう。 

p.8～9 

1 ①地球儀をながめて，疑

問に思ったことを発言

する。 

②p.8「地球儀の見方・使

い方」をもとに地球儀

の使い方を学習する。 

・緯度，経度による位置

の見方，距離・方位の

調べ方 

・地図と地球儀の違い 

③p.8～9 の地図などで

世界の主な大陸や海洋

を確認する。 

・六つの大陸と三つの海

洋の位置と名称。 

④地図や地球儀で日本の

位置を確認し，世界の

広がりとの関係につい

て気づいたことや考え

たことなどを発表し，

それをもとに学習問題

をつくる。 

・日本はユーラシア大陸

の東にあって，太平洋

の西にある。 

・日本のほかにどのよう

な国々があるのかな。 

 

 

 

 

 

 

◆p.8「地球儀の見

方・使い方」をも

とに，地球儀の

使い方を指導す

る。 

 

 

◆大陸や海洋の位

置や形，大きさ

などに着目し，

地球上の大陸や

海洋の広がりを

とらえさせた

い。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「日本の地理的位

置や国土の構成に

着目して，問いを

見出しているか」

を評価する。 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

学習問題 世界から見た日本の国土は，どこ

にあり，どのように広がっているのでしょう

か。 
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⑤学習計画を立てる。 

・世界の国々と日本 

・日本の国土の広がり 

・日本の領土 

(2)世界の国々と日本の位置                                 ★他教科との関連：外国語 

・調べる 世界の主な国々と

日本の位置や国旗について

調べてみましょう。 

p.10～11 

1 ①p.10～11 の地図をも

とに，世界の国の場所

や国旗，その国の様子，

日本との位置関係など

について地図帳や地球

儀で調べながら，線で

つないだり，国名を空

欄に書き入れたりす

る。（p.10「やってみよ

う」を参照） 

②線で結んだり，書き込

んだりした地図をもと

に，気づいたことや思

ったことを話し合う。 

・大陸だけでなく島にも

国がある。 

・国旗は似ているものも

あるが，それぞれ違っ

ていて，その国の人々

の歴史や願いが込めら

れているものもある。 

 

 

 

 

◆p.10「やってみ

よう」の指示に

従って作業をさ

せる。写真にも

着目させ，それ

ぞれの国の風土

や文化の特色に

も興味をもたせ

る。 

◆調べた国が，日

本と比べ大きい

か小さいか，日

本とどのような

位置関係にある

か，どの方位に

あるかなどにつ

いてもできるだ

け調べさせる。 

◆国旗について

は，p.10 の「こ

とば」をもとに

指導し，各国の

国旗を確認す

る。 

 

［知技①］ 

教科書への書き込

みやノートの記述

内容から，「必要な

情報を集め，読み

取り，世界の主な

国々と日本の位置

関係や，世界の

国々には国旗があ

ることを理解して

いるか」を評価す

る。 

(3)多くの島からなる日本                           

・調べる 日本の国土は，ど

のような特色があるので

しょうか。 

p.12～13 

1 ①p.12〜13 の地図や写

真などから，日本の国

の広がりや日本のまわ

りの国々を調べ，気づ

いたことを話し合う。 

・国土は，四つの大きな

島と沖縄島や択捉島な

どの 6,800 以上の多く

の島でできている。 

・長い海岸線をもつ。 

・日本の東西南北のはし

は，南鳥島，与那国島，

沖ノ鳥島，択捉島で，

約 3000km の距離があ

る。 

・日本は，海をへだてて

外国と接している。 

②国土の広がりの特色に

ついて，話し合う。 

・まわりを海に囲まれて

いる島国。 

・多くの島が南北につら

なる国。 

◆東西南北の端と

な る 島に 着目

し，距離を測っ

たり，隣接する

海洋・国などを

地図から読み取

ったりする活動

を通して，島国

としての国土の

広がりの特色を

と ら えさ せた

い。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「日本の周辺や海

洋に囲まれ多数の

島からなる日本の

国土の構成につい

て考え表現してい

るか」を評価する。 

世界の国々は，多様で
あり，それぞれ国旗が
存在する。     
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（4）領土をめぐる問題 

・調べる 日本の領土のはん

いは，どのようになってい

るのでしょうか。 

p.14 

1/2 ①p.14～15 の地図や写

真から，日本の領土・

領海の範囲を確認す

る。 

・日本は，多くの島から

なるため，領土よりも

領海の方が広い。 

・西之島が拡大して領海

が広がった。 

②p.14～15 の地図や写

真，本文から領土の範

囲をめぐる問題につい

て理解する。 

・北方領土は，日本固有

の領土である。 

・竹島は，日本固有の領

土であるが，韓国が不

法に占領しているた

め，日本は抗議を続け

ている。 

・尖閣諸島は，日本固有

の領土である。 

 

 

 

 

 

 

 

◆領土という「こ

とば」をしっか

りと確認したの

ち，日本には領

土をめぐる問題

があることに気

づかせたい。た

だし，5年生の段

階ではその解決

策を考え，話し

合うなどの活動

に は 深入 りせ

ず，概要や位置

等の確認に留め

る。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，日本

の領土の範囲につ

いて理解している

か」を評価する。 

（4）表にまとめる 

・まとめる 日本の国土の

特色について，まとめて

みましょう。 

p.15 

1/2 ①これまでに調べたこと

を，表にまとめること

を通して，学習をふり

返り，そこからわかる

日本の国土の特色につ

いてまとめる。 

・日本は，ユーラシア大

陸の東，太平洋の西に

ある。 

・日本は，アメリカ合衆

国やフランスなどと同

◆調べたことと，

児童が考える日

本の特色が混同

しないように，

整理させる。 

［知技②］ノートの

記述内容や作成し

た表の内容から，

「日本の国土の地

理的位置や構成，

領土の範囲などの

日本の国土の様子

について理解して

いるか」を評価す

る。 

日本の国土は，南鳥島，
与那国島，沖ノ鳥島，択
捉島を東西南北の端と
し，海に囲まれた大小
の島々で構成され，海
をへだてて大韓民国や
中華人民共和国，ロシ
ア連邦などと隣り合っ
ている。 
 
 
 

日本は，海に囲まれた島
国であるため，広い領海
をもっている。また周辺
国との領土をめぐる問
題がある。 
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じくらいの緯度にあ

る。 

・日本は，大韓民国や中

華人民共和国，ロシア

連邦などと隣り合って

いる。 

・日本は，海に囲まれ多

くの島からなる。 

・広い領海をもってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

日本は，北半球および
ユーラシア大陸の東に
位置し，大韓民国，中華
人民共和国，ロシア連
邦などと隣り合ってお
り，海に囲まれた大小
の島々から構成され，
広い領海をもつ島国で
ある。         
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小単元名 ２．国土の地形の特色 
教科書の 

ページ 
上 p.16～21 

配当時数 3 時間 活動時期 4 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，国土の地形に着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることで国土の地形の様子をとらえ，国土の地

形の特色を考え，表現することを通して，我が国の国土の地形の概要を理

解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとす

る態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①国土の地形などについて地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な

情報を集め，読み取り，国土の地形の様子を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，国土の地形の概要を理解してい

る。 

思考・判断・表現 
①国土の地形に着目して，問いを見出し，国土の地形の様子について考

え表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の国土の地形について，予想や学習計画を立てたり，学習をふ

り返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)空から国土をながめてみよう  

・つかむ 高い空から日本を

見て，日本の地形について

話し合い，学習問題をつく

りましょう。 

p.16～17 

1 ①p.16～17 の写真をも

とに日本の地形の特色

について気づいたこと

を話し合い，学習問題

をつくる。 

・山の上の方まで人が住

んでいる土地もある。 

・山もあれば平らな土地

もある。 

・空から見る様子には，

場所によって違いがあ

る。 

 

 

 

②学習計画を立てる。 

・山地や平地など，国土

の地形の様子や広が

り。 

・川や湖の様子や広が

り。 

◆景観写真をじっ

くり見せ，山地，

平地，川，海岸，

火山などの地形

に関する事象に

着目させる。 

◆写真にある河川

にも着目させて

おく。 

 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「地形に関する事

象に着目して，問

いを見出している

か」を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

(2)国土のさまざまな地形                       

・調べる 山地や平地の特色

や広がりはどのようになっ

ているのでしょうか。 

p.18～19 

1 ①p.19の資料６の地図を

読み取る活動を通し

て，国土の山地や平地

について気づいたこと

を発表する。 

・山脈，高地，平野など

さまざまな地形があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，地理

的な位置や広がり

から国土の地形の

様子について理解

学習問題 国土の地形には，どのような特色

があるのでしょうか。 
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②p.18の資料２をもとに

さまざまな地形の種類

と資料１，３，４の写真

を関連付け，その特徴

を読み取る。 

・飛驒山脈は山が連なっ

ている。 

・松本盆地のまわりには

山が見える。 

・庄内平野には最上川が

流れ，遠くに山が見え

る。 

③p.19 の資料５，６，７

をもとに，国土の地形

の特色をまとめる。 

・山地や山脈と呼ばれる

地形は，四つの島の主

に中央にある。 

・火山も多い。 

・国土の 4 分の 3 は山地

で，平地が少ない。 

 

 

 

 

 

 

◆資料２で地形の

種類，呼び方，そ

の特色を理解さ

せる。それを視

点として，もう

一度資料６を見

せ，それぞれの

特徴的な地形

が，国土のどの

あたりにあるか

読み取らせる。 

◆地図帳でも確認

させ，そこから

わかったことを

発表させる。 

しているか」を評

価する。 

(3)日本の川や湖の特色                             

・調べる 日本の川や湖は，

どのような特色があるので

しょうか。 

p.20 

1/2 ①p.20 資料１，２，３や

地図帳を使い，児童に

とって身近な河川の上

流や下流（河口含む），

湖について確認する。 

・河川の上流は山地で，

下流になると平野を流

れている。 

・山地や平地に湖が見ら

れる。 

②p.20 資料３と５，６

を関連付け，日本の川

と湖の特色をまとめ

る。 

・日本の川は，すごく急

で短いということが，

資料５からわかる。 

・日本でいちばん大きい

湖は琵琶湖である。 

 

 

 

 

 

 

 

◆児童にとって身

近な河川を選択

し，上流や下流

を地図帳で確認

させる。 

◆山地や平野との

関係にも着目さ

せる。 

◆湖についても着

目させる。 

 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「山地から平地に

流れる川や湖の位

置や広がりについ

て考え表現してい

るか」を評価する。 

 

日本の国土は，山地が
多く，火山も多い。山
地は南北に背骨のよ
うに連なり，平地は少
ない。            
 
 
 
 

日本の川は，山地から
平地に向かって流れ，
外国に比べ短く流れ
が急である。また日本
には大小さまざまな
湖がある。          
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(3)白地図にまとめる 

・まとめる 国土の地形の特

色について，まとめてみま

しょう。 

p.21 

1/2 ①p.21 の白地図を完成

させ，p.19 の資料６や

地図帳と併せて，特徴

的な地形とその場所な

どを当てるクイズを出

し合う。 

＜クイズの例＞ 

・「日高山脈に水源があ

って十勝平野を流れて

いる川は何。」→「十勝

川です。」 

・「琵琶湖から流れ出て

いる川は何川で，何と

いう平野を流れてい

る。」→｢淀川で，大阪

平野を流れています。｣ 

②国土の地形の特色につ

いての学習をふり返

り，感想と自分の考え

を文章に表現する。 

 

 

 

 

 

 

◆地形の名前を使

うことを意識さ

せながら，クイ

ズの問題や答え

を言わせる。座

席の隣どうしぐ

らいの人数（２，

３名一組）で行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調べたことを

「ことば」も生

かしてまとめさ

せる。 

 

［知技②］ 

白地図やクイズ，

まとめた文章から

「調べたことをま

とめて，国土の地

形の特色について

理解しているか」

を評価する。 

  

日本の国土は，平野が
少なく，山地が多く，
火山が多い。川は山地
から平地に向かって
流れ，短く急である。      
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小単元名 ３．低い土地のくらし 
教科書の 

ページ 
上 p.22～31 

配当時数 5 時間 活動時期 5 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，国土の地形に着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることで低い土地の自然などの様子や低い土地

の人々の生活をとらえ，国土の自然環境の特色やそれらと国民生活との関

連を考え，表現することを通して，我が国の国土の地形の概要や，人々は

自然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに，

主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①国土の地形などについて地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な

情報を集め，読み取り，国土の自然などの様子や低い土地の人々の生活

を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，低い土地の人々が自然環境に適応

して生活していることを理解している。 

思考・判断・表現 

①国土の地形などに着目して，問いを見出し，国土の自然などの様子や低

い土地の人々の生活について考え表現している。 

②我が国の位置や地形の側面から，我が国の国土の自然環境の特色を考え

たり，低い土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えたり

し，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①低い土地のくらしについて，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返

ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)堤防に囲まれた土地  

・つかむ 海津市の土地の

様子や，人々の生活につい

て考え，学習問題をつくり

ましょう。 

p.22～23 

1 ①海津市の航空写真を見

て，土地の様子を話し

合う。 

・三つの大きな川に挟ま

れている土地です。そ

こは平らです。 

・畑か田んぼのようなも

のが見えるが何を育て

ているのだろう。 

②土地の高さの地図の０

ｍよりも低いところに

色をぬって海津市の土

地の高さを調べる。 

・市の半分以上が０ｍよ

りも低いけれど，ここ

に人が住めるのかな。 

・低い土地ならではのく

らしの工夫はあるのか

な。 

③学習問題をつくる。 

・まわりに大きな川が三

本も流れていて，洪水

にならないのかな。 

 

 

 

 

 

◆航空写真と土地

の高さの地図を

比較させて，地

形の様子を読み

取らせる。 

 

 

 

 

◆地図の０ｍより

も低いところに

色をぬって，土

地の高さを確か

めさせる。 

 

 

 

 

 

◆話し合って出て

き た疑 問点か

ら，学習問題を

つくるように助

言する。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

から，「海津市の地

形などに着目し

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

学習問題 大きな川に囲まれた海津市に住

む人々のくらしや産業には，どのようなく

ふうがあるのでしょうか。 
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(2)学習の進め方                     

・学習問題をつくり，学習の

進め方を確認しよう。 

p.24～25 

1 ①小単元の「つかむ→調

べる→まとめる→いか

す」という学習の流れ

を確認する。 

②各学習過程には，「ふり

返ろう」があることも

確認する。 

＜調べること＞ 

・水害からくらしを守る

くふう。 

・低い土地での水を生か

したくらしや産業のく

ふう。 

＜調べ方＞ 

・教科書を使って調べ

る。 

・教科書以外で調べる。

（インターネット，市

のホームページ，図書

館，地図帳など） 

＜まとめ方＞ 

・調べてわかったこと，

疑問に対する答えをノ

ートにまとめる。 

・わかった事実をもと

に，考えたことをノー

トに書き分ける。 

◆問題解決的な学

習の進め方で学

ばせる。 

 

 

 

 

◆調べること，調

べ 方 につ いて

は，共通理解が

できるようによ

く話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆まとめ方につい

ては，学級の実

態 な どに よっ

て，ノート以外

の方法も可能で

ある。 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

(3)水害とたたかってきた人々                             

・調べる 輪中に住む人々

は，水害から生活をどのよ

うに守ってきたのでしょ

うか。 

p.26～27 

1 ①資料１と資料３や，

p.22 の航空写真を比

べて，昔の川の流れが

どのように変化したの

か，わかったことを話

し合う。 

・昔は川が入り組んでい

て，輪中がたくさんあ

った。 

②歴史民俗資料館の服部

さんの話を読み，どの

ようにして川がまっす

ぐになり，輪中がまと

まったのかを話し合

う。 

・明治時代に，デレーケ

が川の流れを分けるこ

とに成功した。 

③資料５を読み取ってわ

かったことを話し合

う。 

・1900 年の三川分流工事

以降は，大きな水害の

発生件数は大幅に減っ

た。 

◆河川改修工事の

歴史について，

薩摩藩やデレー

ケなど，さまざ

まな歴史的な流

れがあって，今

のような川の流

れになったこと

を とらえ させ

る。 

◆歴史的な見方・

考え方，地域の

人々の相互協力

などの視点から

水害を減らすた

めの努力につい

て考えさせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，海津

市の洪水の被害が

少なくなってきた

ことや現在も水害

への意識をもって

訓練をしているこ

とについて理解し

ているか」を評価

する。 
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・しかし，水害がゼロに

なったわけではない。 

・今でも水害に備えて水

防演習をしたり，水防

倉庫を備えたりするな

ど水害への準備をして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)豊かな水を生かした農業 

・調べる 輪中に住む人々

は，豊かな水をどのように

農業に生かしているので

しょうか。 

p.28～29 

1 ①資料１と，資料４，５を

見くらべて，海津市の

農業がどのように変わ

ってきたのかを話し合

う。 

・昔は，沼のような田で

稲作を行っていた。 

・現在では，普通の水田

になっている。 

②資料２と資料３，「農家

の山田さんの話」の内

容をもとにわかったこ

とを話し合う。 

・稲の生産が一番多い。 

・大豆，麦，野菜，果物な

ど畑でつくるものも多

くなってきている。 

・大きな排水機場ができ

て，余分な水を輪中の

外にくみ出している。 

③資料６を見て，畑作に

必要な水をどのように

確保しているか，わか

ったことを話し合う。 

・p.23 資料４を見ると，

用水路が多いのは，標

高が０ｍ以上の場所だ

とわかる。 

 

 

 

 

 

 

◆資料１と，資料

４，５を見比べ

て，海津市の農

業がどのように

変わってきたの

か，歴史的な変

化の視点から考

えるように助言

する。 

 

◆昔からの課題で

あった排水が克

服され，水田以

外の大豆，麦類，

野菜，果物など

の農産物生産も

できるようにな

り，農業が多角

化してきたこと

を考えさせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，海津

市では，水害の減

少と共に，豊かな

水を農業に生かし

ていることについ

て理解している

か」を評価する。 

海津市には，もともと
川が入り組んで輪中
が多くあったが，明治
時代に，ヨハネス・デ
レーケが川の流れを
完全に分け，水害の発
生件数は大幅に減っ
た。今でも水害に備え
て地域の人々は協力
して水防演習を行い，
水害に備えている。 
 
 
 
 

輪中では昔から農業を
行っていたが，道路や揚
排水機場，パイプライン
などの整備により，豊か
な水を生かした大規模
な農業を可能にした。 
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(5)水を生かした生活 

・調べる 海津市の人々は，

豊かな水をどのように生

活に生かしているでしょ

うか。 

p.30 

1/2 ①資料１～６から，低い

土地ならではの楽しみ

を見つけて話し合う。 

・木曽三川公園で遊べ

る。 

・ヨットが楽しめる。 

・魚料理が楽しめる。 

・温泉や歴史民俗資料館

もある。 

◆低地は水害の克

服というイメー

ジが強いので，

別の視点から海

津市の様子をと

らえるように働

きかける。特に

水は人々に楽し

さやおいしさを

与えてくれると

いうイメージを

とらえさせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言から「必要

な情報を集め，読

み取り，海津市で

は，豊かな水をど

のように生活に生

かしているのかに

ついて理解してい

るか」を評価する。 

(5)ノートにまとめる 

・まとめる 海津市の人々の

くらしや産業におけるく

ふうについて，ノートにま

とめましょう。 

p.31 

1/2 ①p.31 のノート例のよ

うに，わかったことを

考えて書く。 

・沼のような昔の田は，

普通の田になってい

る。稲の生産が一番多

い。 

・畑で生産するものも多

い。 

・大きな排水機場による

排水と，揚水機場と用

水路による配水があ

る。 

・低い土地ならではの楽

しみがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「ことば」を生か

しながら，調べ

てわかったこと

をノートにまと

め る よう にす

る。 

◆教科書には「（教

科書の）空らん

に書きこんでみ

ましょう」と書

か れ てい るた

め，書ける児童

はそれでも構わ

ない。 

［知技②］ 

ノートの記述内容

から，「調べたこと

をまとめて，低い

土地の人々が自然

環境に適応して生

活していることに

ついて理解してい

るか」を評価する。 

 

［思判表②］ 

まとめの文章の内

容から，「低い土地

の自然条件と人々

の生活や産業を関

連付けて考え，適

切に表現している

か」を評価する。 

 

  

海津市の人々は，低い

土地ならではの川や水

を生かした楽しみがあ

り，市民のレクリエー

ションや観光などに広

い土地や豊かな水を生

かしている。 

 
 
 
 
 

海津市の人々は，明治
時代の川の大改修を経
て，水害を克服してき
た。低地の地形を生か
した農業や，季節ごと
の楽しみを生かした観
光などを通して，低地
の自然環境を生かした
くらしをしている。 
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小単元名 ３．高い土地のくらし 
教科書の 

ページ 
上 p.32～39 

配当時数 5 時間 活動時期 5 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，国土の地形に着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることで高い土地の自然などの様子や高い土地

の人々の生活をとらえ，国土の自然環境の特色やそれらと国民生活との関

連を考え，表現することを通して，我が国の国土の地形の概要や，人々は

自然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに，

主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①国土の地形などについて地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な

情報を集め，読み取り，国土の自然などの様子や高い土地の人々の生活

を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，高い土地の人々が自然環境に適応

して生活していることを理解している。 

思考・判断・表現 

①国土の地形などに着目して，問いを見出し，国土の自然などの様子や高

い土地の人々の生活について考え表現している。 

②我が国の位置や地形の側面から，我が国の国土の自然環境の特色を考え

たり，高い土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えたり

し，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①高い土地のくらしについて，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返

ったりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)山のすそ野に広がる高原  

・つかむ 山に囲まれた高い

土地の様子とそこに住む

人々のくらしについて考

え，学習問題をつくりまし

ょう。 

p.32～33 

1 ①嬬恋村の航空写真を見

て，土地の様子を話し

合う。 

・なだらかな斜面には畑

のような土地が見え

る。 

②嬬恋村と東京の月別平

均気温を比べてわかっ

たことを話し合う。 

・嬬恋村は1年を通して，

東京よりも気温が低

い。 

③嬬恋村の土地利用図を

読み込んでわかったこ

とや疑問を話し合う。 

・どうして標高の高いと

ころでキャベツをつく

るのかな。 

④p.33 の本文と嬬恋高

原キャベツマラソン大

会の写真からわかるこ

とを読み取って発表す

る。 

・夏でも涼しいからマラ

ソン大会ができるのか

な。 

⑤学習問題をつくる。 

・東京よりも寒い気候で

◆航空写真と土地

利用図を比較さ

せて，地形とキ

ャベツ畑のある

場所の関連を考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

◆キャベツ畑が標

高の高いところ

に広がっている

ことと，嬬恋村

の気温の関連に

着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆話し合って出て

き た 疑問 点か

［思判表①］ 

ノートの記述内容

から，「嬬恋村の地

形に着目して，問

いを見出している

か」を評価する。 
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キャベツはできるのか

な。 

・高い土地で生活するた

めにはどのような工夫

をしているのかな。 

 

 

 

ら，学習問題を

つくるように助

言する。 

 

 

 

 

 

 

(2)学習の進め方 

・学習問題をつくり，学習の

進め方を確認しよう。 

p.24～25 

 

※本教材は選択教材のた

め，第 2 時は「低い土地の

くらし」内 p.24-25「学習の

進め方」を指導する。 

1 ①小単元の「つかむ→調

べる→まとめる→いか

す」という学習の流れ

を確認する。 

②各学習過程には，「ふり

返ろう」があることも

確認する。 

＜調べること＞ 

・高い土地に住む人々の

くらしや産業 

・それぞれ，どのような

くふうがあるのか。 

＜調べ方＞ 

・教科書を使って調べ

る。 

・教科書以外で調べる。

（インターネット，村

のホームページ，図書

館，地図帳など） 

＜まとめ方＞ 

・調べてわかったこと，

疑問に対する答えをノ

ートにまとめる。 

・わかった事実をもと

に，考えたことをノー

トに書き分ける。 

◆問題解決的な学

習の進め方で学

ばせる。 

 

 

 

 

◆調べること，調

べ 方 につ いて

は，共通理解が

できるようによ

く話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

◆まとめ方につい

ては，学級の実

態 な どに よっ

て，別のノート

以外の方法も可

能である。 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

(3)あれ地を耕し広い畑に                             

・調べる 嬬恋村の人々は，

どのようにして今のよう

な土地にしてきたのでし

ょうか。 

p.34～35 

1 ①昔の嬬恋村の写真を見

て，嬬恋村でキャベツ

の生産がさかんになっ

た理由や歴史の流れに

ついてわかったことを

話し合う。 

・火山灰のやせた土地で

なかなか作物が育たな

かった。 

・夏でも涼しい気候を生

かした栽培方法が工夫

されてキャベツづくり

がさかんになった。 

・昭和10年ごろに国道が

通って，交通が便利に

なった。 

 

◆嬬恋村の農業の

歴史年表，昔の

嬬恋村の写真，

嬬恋郷土資料館

の樋さんの話，

三つの資料を関

連付けて読み，

わかったことを

話し合わせるよ

うにする。 

◆歴史的な見方・

考え方や空間的

な広がりを，交

通の発達に関す

る視点を生かし

て考えさせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，嬬恋

村の人々の取り組

みの歴史や，今で

は，嬬恋村が夏で

も涼しい気候を生

かして全国一のキ

ャベツの生産地に

なったことを理解

しているか」を評

価する。 

学習問題 高い土地に住む人々のくらしや

産業には，どのようなくふうがあるのでし

ょうか。 
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(4)夏に新鮮なキャベツをとどける                     ★他教科との関連：算数 

・調べる 嬬恋村のキャベツ

づくりには，どのようなく

ふうがあるのでしょうか。 

p.36～37 

1 ①p.36～37 の写真から，

キャベツづくりの 1 年

の様子で工夫している

ことをノートに書き出

す。 

・予冷庫で冷やすこと

で，鮮度を保ったまま

消費地に届けている。 
②資料５「嬬恋村のキャ

ベツごよみ」を関連付

けて読む。 

・種まきをずらすこと

で，夏から秋の何回に

も分けて出荷できる。 

③資料６「季節ごとのキ

ャベツの産地」を見て

わかったことをノート

に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

◆キャベツづくり

の手順を表す写

真１～９ と，資

料５「嬬恋村の

キ ャ ベツ ごよ

み」を関連付け

て読むように助

言する。 

◆作業一つ一つに

あ る 工夫 と共

に，夏から秋ま

で長い期間，何

回にも分けて出

荷できる工夫が

あることを見つ

けさせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，嬬恋

村では高地の気候

を生かしてキャベ

ツを生産している

ことや，新鮮で安

全な野菜を出荷す

るためのさまざま

な工夫をしている

ことについて理解

しているか」を評

価する。 

(5)自然のめぐみを生かす 

・調べる 嬬恋村の人々は，

豊かな高原の自然を，どの

ように生活に生かしてい

るのでしょうか。 

p.38 

1/2 ①写真資料から，高い土

地ならではの楽しみを

見つけて話し合う。 
・冬はスキーやスケー

ト，夏はサイクリング

や自転車レースができ

る。 

・地元で収穫されたキャ

ベツが学校給食に出さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆農業生産の視点

だけでなく，別

の視点からも嬬

恋村の様子をと

らえるように働

きかける。特に

季節ごとの楽し

み方があること

を と らえ させ

る。 

 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，嬬恋

村では，高い土地

をどのように生活

に生かしているの

かについて理解し

ているか」を評価

する。 

火山灰が積もってでき
た土地で野菜づくりに
は不向きだった嬬恋村
を，人々が土地を改良し
て夏の涼しい気候を生
かしたり，交通網の発達
を生かしたりしながら
全国一のキャベツの生
産地にしていった。  

夏秋キャベツの生産は
群馬県が最も多い。夏
涼しい高原の気候を生
かして，夏から秋まで
の長い期間，何回にも
分けて出荷している。  

嬬恋村には，高い土地
ならではの楽しみが季
節ごとにあり，自然や
気候の特色をくらしに
生かしている。 
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(5)ノートにまとめる 

・まとめる 嬬恋村の人々の

くらしや産業におけるく

ふうについて，ノートにま

とめましょう。 

p.39 

1/2 ①p.39 のノート例のよ

うに，わかったことを

考えて書く。 

・高原野菜の生産や，季

節ごとの気候を生かし

た観光産業を行うこと

を通して，高原の自然

環境を生かした生活を

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「ことば」を生か

しながら，調べ

てわかったこと

をノートにまと

め る よう にす

る。 

◆教科書には「（教

科書の）空らん

に書きこんでみ

ましょう」と書

か れ てい るた

め，書ける児童

はそれでも構わ

ない。 

 

［知技②］ 

ノートの記述内容

から，「調べたこと

をまとめて，高い

土地の人々が自然

環境を生かして生

活していることを

理解しているか」

を評価する。 

［思判表②］ 

まとめの文章の内

容から，「高い土地

の自然条件と人々

の生活や産業を関

連付けて考え，適

切に表現している

か」を評価する。 

 

  

嬬恋村の人々は，高
い土地に適応して生
活しており，高原野
菜の生産や，季節ご
との気候を生かした
観光産業を行うこと
を通して，高原の自
然環境を生かしたく
らしをしている。 
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小単元名 4．国土の気候の特色 
教科書の 

ページ 
上 p.42～47 

配当時数 3 時間 活動時期 5 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，国土の気候に着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることで国土の気候の様子をとらえ，国土の気

候の特色を考え，表現することを通して，我が国の国土の気候の概要を理

解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとす

る態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①国土の気候について，地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情

報を集め，読み取り，国土の気候の様子を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，我が国の国土の気候の概要を理解

している。 

思考・判断・表現 
①国土の気候に着目して，問いを見出し，国土の気候の様子について考え

表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の国土の気候の様子について，予想や学習計画を立てたり，学習

をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)四季の変化がある日本の気候                     ★他教科との関連：理科 

・つかむ 日本の気候につい

て考え，学習問題をつくり

ましょう。 

p.42～43 

1 ①p.42 の写真（長野県松

本市）をもとに，身近

な地域の四季の変化と

比較しながら，気づい

たことを発表し合う。 

・四季の様子。 

・つゆの時期や台風がく

る時期がある。 

②桜のさき始める時期を

示した日本列島の地図

（資料２）や３月の各

地の様子（資料３〜６）

を見せ，地域によって

も気候が異なることに

気づかせ，学習問題に

つなげる。 
・桜のさきはじめる時期

は，場所によってちが

う。 

・３月の沖縄と北海道で

は，あたたかさが大き

く異なる。 

・つゆや台風の影響も，

地域ごとに異なるのか

な。 

 

 

 

③学習計画を立てる。 

・つゆ，台風，季節風の

影響。 

・各地の気候の違い。 

◆気候という「こ

とば」を確認す

る。 

 

 

 

 

 

◆同じ場所の各月

の風景の違いを

予想させる（春

や秋に比べて，

夏や冬の風景の

差は小さめであ

る）。 

◆つゆ，台風，雪，

季節風が気候に

与える影響に関

心をもたせ, 調

べる活動につな

げる。 

 

 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「地域や時期によ

る気候の違いや変

化に着目して，問

いを見出している

か」を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

学習問題 日本の気候には，どのような特色

が見られるのでしょうか。 
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を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

(2)つゆと台風，季節風                     

・調べる 日本のつゆや台

風，季節風にはどのような

特色があるのでしょうか。 

p.44～45 

1 ①日本の気候を特色付け

ているつゆ，台風，降

雪に関わる景観写真を

見て，どの季節のどこ

の写真か予想する。 
②p.44 の資料１で，7 月

と１月の平均降水量を

比較する。 

《日本列島全体の特色》 

・日本列島全体では，夏

（7 月）に降水量が多

く，冬（１月）は少な

い。 

《地域ごとの違い》 

・太平洋側は夏に降水量

（雨）が多く，日本海

側は冬に降水量（雪）

が多い。 

・北海道では夏でも雨が

少ない地域がある。 

・沖縄は冬でも雨が多

い。 

③資料２〜７や本文か

ら，夏と冬の降水量が

異なる理由を確認す

る。 

・夏は，つゆや台風の影

響で雨が多く降る。 

・雨は，農業にとってめ

ぐみの雨となるが，台

風などによって被害が

でることがある。 

・特に太平洋側は季節風

の影響で雨が多く降

る。 

・冬は，季節風の影響に

よって日本海側で雪が

多く降る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「雨（雪）が多い

のは，どこか，ど

の範囲か」とい

うように位置や

空間に着目し，

読み取りができ

る よ う留 意す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆季節風という

「ことば」を確

認する。 

◆地形の学習をふ

り返り，季節風

と地形の関係性

を確認する。 

◆それぞれの気候

現象が人々のく

らしに及ぼして

いる影響にも留

意するように指

導する。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，日本

の気候の特色であ

るつゆや台風，季

節風とその影響を

理解しているか」

評価する。 

(3)地域によってことなる気候                             

・調べる 各地の気候には，

どのような特色があるの

でしょうか。 

p.46～47 

1/2 ①p.46資料１の気温と降

水量のグラフや「まな

び方コーナー」をもと

に，グラフの読み取り

方を学ぶ。 

◆p.42 のまなび方

コーナーを活用

し，気温と降水

量のグラフの読

み取り方を確認

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「南北の位置や地

形によって分けら

つゆや台風，季節風
は，日本の気候を特色
付けている現象であ
り，人々のくらしにも
大きく関係している。 
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②日本の気候を六つに区

分した地図と，各地の

気温と降水量のグラフ

を見比べて考えたこと

を話し合う。 

・北（北海道）と南（沖

縄）で気温が大きく異

なる。 

・季節風の影響で，太平

洋側は夏に降水量（雨）

が多く，日本海側は冬

に降水量（雪）が多い。 

・中央高地や瀬戸内海な

どの日本の内陸側の降

水量は海側よりも少な

い。 

・山地などの高いところ

では，気温が低くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する。 

◆六つの地域の気

温や降水量を位

置や地形と関連

付け，比較する

ことで，各地域

の気候の特色を

読み取り，考え

を深める中で各

地の気候の特色

をまとめていき

たい。 

れる日本各地の気

候の特色について

考え表現している

か」を評価する。 

(3)ノートにまとめる                     

・まとめる 日本の気候の特

色についてまとめましょ

う。 

p.47 

1/2 ①日本の気候の特色と各

地の気候に影響をあた

えるものをキーワード

であげ，整理する。 

②キーワードを使い，考

えたことをノートにま

とめ，みんなで話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調べたことをこ

れ ま で学 んだ

「ことば」を使

ってまとめると

ともに，日本の

気候の特色につ

いて自分の考え

を表現させる。 

［知技②］ 

ノートにまとめた

文章や発言内容か

ら，「四季やつゆ，

台風など時期によ

る変化や国土の地

理的位置による地

域ごとの違いなど

日本の気候の特色

を理解している

か」を評価する。 

  

日本の気候には，四季
の変化が見られ，南北
の位置，地形や季節風
などによる地域差が大
きい。また，つゆや台
風等が，人々のくらし
に大きく関係してい
る。 

日本各地の気候の特色
は，年間の気温と降水量
などで区分される。ま
た，南北の位置や地形，
土地の高さなどによっ
て，雨の多い地域，雨の
少ない地域，雪の多い地
域のように気候は異な
っている。        
 



21 

 

小単元名 5．あたたかい土地のくらし 
教科書の 

ページ 
上 p.48～55 

配当時数 4 時間 活動時期 6 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，国土の気候に着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることであたたかい土地の自然などの様子やあ

たたかい土地の人々の生活をとらえ，国土の自然環境の特色やそれらと国

民生活との関連を考え，表現することを通して，我が国の国土の気候の概

要や，人々は自然環境に適応して生活していることを理解できるようにす

るとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①国土の気候などについて地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な

情報を集め，読み取り，国土の自然などの様子やあたたかい土地の人々

の生活を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，あたたかい土地の人々が自然環境

に適応して生活していることを理解している。 

思考・判断・表現 

①国土の気候などに着目して，問いを見出し，国土の自然などの様子やあ

たたかい土地の人々の生活について考え表現している。 

②我が国の位置や気候の側面から，我が国の国土の自然環境の特色を考え

たり，あたたかい土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考え

たりし，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①あたたかい土地のくらしについて，予想や学習計画を立てたり，学習を

ふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1) 沖縄県の家やくらしのくふう  

・つかむ 沖縄県の家やくら

しのくふうについて考え，

学習問題をつくりましょ

う。 

p.48～49 

1 ①写真を見ながら，自分

たちのくらしている地

域との違いを発表し合

う。 

・わたしたちの学校のプ

ール開きは 6月だよ。 

・3 月はまだ長袖を着て

いるよね。 

②グラフを見て，沖縄県

の気候の特色を話し合

う。 
・1 月でも気温が 15 度以

上ある。 

・雨がたくさん降る。 

・台風が多いみたいだ。 

③沖縄県の家の写真やイ

ラストを見て，気づい

たことを話し合う。 

・わたしの家にはない工

夫がたくさんある。 

・暑さや水不足に備えた

工夫がある。 

 

◆海開きの写真か

ら, 沖縄県の暑

さについて想像

させる。 

◆雨温図で最低気

温の月の気温や

降水量の多い月

を読み解かせ, 

台風の多さや気

温の高さなど沖

縄県の気候の特

徴 を つか ませ

る。 

◆沖縄県の家屋の

特徴から, 気候

に合わせた生活

をしていること

をつかませると

ともに, 産業や

文化についても

調べようとする

意 欲 をも たせ

る。 

［思判表①］ 

発言内容から，「海

開きの写真や台風

が通る回数に着目

して, 問いを見出

しているか」を評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

から，「予想や学習

計画を立て，学習

問題を解決する見

通しをもっている

か」を評価する。 

 

学習問題 沖縄県の人々は，あたたかい気

候をどのようにくらしや産業に生かしてい

るのでしょうか。 
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(2)あたたかい気候に合った農業  

・調べる 沖縄県の人々は，

あたたかい気候を生かし

てどのような産業を営ん

でいるのでしょうか。 

p.50～51 

1 ①写真とグラフからさと

うきび栽培について話

し合う。 

・さとうきびの栽培がさ

かんだね。 

・竹のような作物だね。 

・どうやって砂糖にする

のかな。 
②製糖会社の人の話を読

み，さとうきびについ

て話し合う。 

・さとうきびは沖縄県の

気候に合っている。 

・沖縄県の人々はさとう

きび栽培を大切にして

きている。 

③写真からパイナップル

栽培について話し合

う。 

・わたしたちの住んでい

る地域ではパイナップ

ルはつくっていない

ね。 

・パイナップルはあたた

かい地域の作物だね。 

④パイナップル農家の話

や電照菊の栽培につい

て読み，沖縄県の自然

環境に合った農業につ

いて話し合う。 

・沖縄県の人々はあたた

かい気候を生かした農

業を工夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆作付面積のグラ

フや写真から, 

さとうきび栽培

がさかんな様子

を知り, どうし

てさかんになっ

たのか考えさせ

る。 

◆「製糖会社の砂

川さんの話」か

ら, さとうきび

が沖縄県の農業

に欠かせない作

物であることを

考えさせる。 

 

 

◆写真から, どう

して沖縄県では

パイナップルが

栽培できるのか

考えさせ, 自然

環境の特色に目

を向けさせる。 

 

◆農家の話や電照

菊の栽培の説明

から, 自然条件

を生かし, 人々

が農業の発展に

努めている様子

に気づかせる。 

 

［知技①］ 

発言内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，さとう

きびやパイナップ

ルが沖縄県のあた

たかい気候に合っ

た作物として栽培

されていることや

農家の工夫や努力

について理解して

いるか」を評価す

る。 

(3)あたたかい気候を生かした観光と沖縄の課題                             

・調べる 沖縄では，あたた

かい気候をどのように生

かしているのでしょうか。 

p.52～53 

1 ①写真とグラフから沖縄

県の自然と観光につい

て話し合う。 

・白い砂浜やさんごしょ

うがきれい。 

・プロ野球のキャンプも

行われている。 

・観光客が増えている。 

②県庁の方の話を読ん

で，沖縄県の観光につ

いて意見を発表し合

◆写真の美しい自

然に目を向けさ

せるとともに,

あたたかい気候

と も 関連 付け

て，沖縄県の観

光の特色につい

て考えさせる。 

◆沖縄県の観光が

自然条件や環境

を生かして行わ

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「あたたかい気候

を生かした観光が

さかんな一方で，

美しい自然を壊す

開発などの沖縄県

がかかえる課題に

ついて，考え表現

しているか」を評

沖縄県では，1 年を通
して気温や湿度が高い
気候に合ったさとうき
びを栽培している。ま
た，パイナップルなど
沖縄県の気候に合う特
産物も栽培している。 
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う。 

・美しい自然やあたたか

い気候を生かした観光

を行っている。 

・外国からの観光客を増

やす工夫もしている。 

③資料などから沖縄県の

課題について発表す

る。 

・さんごしょうは温暖化

などによって白くなっ

てしまうことがあるん

だね。 

・アメリカの軍用地が残

されているね。 

 

 

 

 

 

 

 

れているととも

に，人々が工夫

していることに

気づかせる。 

◆沖縄県の観光を

支える自然環境

の保全や軍用地

の課題について

意 見 をも たせ

る。 

 

 

 

価する。 

(4)古くからの文化を守る 

・調べる 沖縄県の文化は，

どのようなものでしょう

か。 

p.54～55 

1/2 ①写真から沖縄県の文化

について気づいたこと

を発表し合う。 

・色鮮やかな建物や服装

だね。 

・食べ物も特徴がある。 

②沖縄県の文化について

調べる。 

・古くからアジアの国々

と貿易をしていた。 

・南にある島だから，独

自の文化が生まれたん

だね。 

 

 

 

 

 

 

 

◆写真から沖縄県

の文化の独自性

に気づかせる。 

 

 

 

◆南に位置する沖

縄県の地理的な

条件が独自の文

化を生んだこと

を理解させる。 

 

 

［知技①］ 

発言内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，沖縄県

の文化の特色につ

いて理解している

か」を評価する。 

 

(4)表にまとめてキャッチコピーをつくる                   

・まとめる あたたかい土地

のくらしの特色を表にま

とめ，キャッチコピーをつ

くりましょう。 

p.55 

1/2 ①沖縄県のくらしの特色

を表にまとめる。 

・これまでの学習を表に

まとめる。 

②学習したことをもとに

沖縄の特色を表すキャ

ッチコピーをつくる。 

・産業も文化も自然や気

候と切り離せないね。 

 

◆学習したことに

ついて，生活や

産業，文化など

の項目に分けて

まとめる。 

◆表をもとにキャ

ッチコピーをつ

くらせる。 

［知技②］ 

キーワードやキャ

ッチコピーの内容

から，「あたたかい

気候を生かした沖

縄の特色について

理解しているか」

を評価する。 

［思判表②］ 

キャッチコピーの

沖縄県の人々は，歴史
ある豊かな文化と自然
を大切にし，自分たち
の文化を守り，次の世
代に引き継ぐ努力をし
ている。 
 

沖縄県は，１年を通し
てあたたかい気候や，
美しい自然を生かした
観光産業がさかんで，
多くの観光客がおとず
れている。  
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内容から，「あたた

かい土地の自然条

件と人々の生活や

産業を関連付け

て，考え表現して

いるか」を評価す

る。 

 

  

沖縄県では，夏の暑さや
台風からくらしを守る
工夫をするとともに，あ
たたかい気候や自然を
生かした観光産業がさ
かんで，気候を生かした
特産物があるなど，自然
条件を生かしたくらし
をしている。 
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小単元名 5．寒い土地のくらし 
教科書の 

ページ 
上 p.56～63 

配当時数 4 時間 活動時期 6 月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の様子について，国土の気候に着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることで寒い土地の自然などの様子や寒い土地

の人々の生活をとらえ，国土の自然環境の特色やそれらと国民生活との関

連を考え，表現することを通して，我が国の国土の気候の概要や，人々は

自然環境に適応して生活していることを理解できるようにするとともに，

主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①国土の気候などについて地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な

情報を集め，読み取り，国土の自然などの様子や寒い土地の人々の生活

を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，寒い土地の人々が自然環境に適応

して生活していることを理解している。 

思考・判断・表現 

①国土の気候などに着目して，問いを見出し，国土の自然などの様子や寒

い土地の人々の生活について考え表現している。 

②我が国の位置や気候の側面から，我が国の国土の自然環境の特色を考え

たり，寒い土地の自然条件と人々の生活や産業を関連付けて考えたり

し，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①寒い土地のくらしについて，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返

ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)北海道の家やくらしのくふう  

・つかむ 北海道の家やくら

しのくふうについて考え，

学習問題をつくりましょ

う。 

p.56～57 

1 ①写真を見ながら，自分

たちのくらしている地

域との違いを発表し合

う。 

・わたしたちの学校では

スキー学習はないね。 

・こんなに雪が積もって

いるんだね。 

②グラフを見て，北海道

の気候の特色を話し合

う。 
・1 月などは 0 度を下回

っている。 

・冬の降水量も多いね。 

・雪が多いみたいだ。 

③北海道の家の写真やイ

ラストを見て，気づい

たことを話し合う。 

・わたしの家にはない工

夫がたくさんある。 

・寒さや雪に備えた工夫

がある。 

 

 

 

 

 

◆スキー学習の写

真から，北海道

の寒さについて

想像させる。 

 

 

 

 

◆雨温図の最低気

温の月の気温や

降水量の多い月

を読み解かせ，

北海道の気候の

特徴をつかませ

る。 

◆北海道の家屋の

特徴から，気候

に合わせた生活

をしていること

をつかませると

ともに，産業や

文化についても

調べる意欲をも

たせる。 

［思判表①］ 

発言内容から，「ス

キー学習の写真や

雨温図に着目し

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

 

学習問題 北海道の人々は，雪や寒い気候

をどのようにくらしや産業に生かしている

のでしょうか。 
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(2)札幌市の雪対策と雪を生かした観光                    

・調べる 札幌市に住む人々

は，雪とともにどのような

生活を営んでいるのでし

ょうか。 

p.58～59 

1 ①写真から雪対策につい

て話し合う。 

・雪が山のように積まれ

ている。 

・雪をとかす施設やため

ておく施設が市内にた

くさんある。 
②雪対策室の人の話を読

み，雪対策について話

し合う。 

・人々の生活に影響が出

ないようにさまざまな

工夫をしている。 

③雪まつりの写真から，

雪を生かした取り組み

について意見を発表し

合う。 

・雪を使って楽しそうな

ことをしている。 

・誰がこんな大きな雪像

をつくったのかな。 

④グラフや市役所の方の

話を読んで，雪の多さ

を生かした観光につい

て話し合う。 

・北海道の人々は雪の多

さを生かした観光を工

夫している。 

 

 

 

 

 

 

◆写真から雪の多

さ を とら えさ

せ，雪対策の大

切さについて考

えさせる。 

 

 

◆人々の生活を守

るために，雪対

策が欠かせない

ことを考えさせ

る。 

 

◆写真から，雪を

生かした遊びの

楽しさを想像さ

せ，雪まつりの

起源を考えさせ

る。 

 

 

◆観光客の少ない

冬に祭りを行う

工夫を考えさせ

る。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を読

み取り，市では市

民の生活を守るた

めに雪対策を行っ

ていることや雪を

有効利用した観光

事業の創設など工

夫や努力をしてい

ることについて理

解しているか」を

評価する。 

(3)十勝地方の自然を生かした農業                            

・調べる 十勝地方の人々

は，自然を生かしてどのよ

うな産業を行っているの

でしょうか。 

p.60～61 

1 ①写真と図表から十勝地

方の農業について話し

合う。 

・とても広い農地だね。 

・たくさんの農産物がで

きそうだ。 

・何をつくっているのだ

ろう。 

②農家の方の話から，十

勝地方の農業について

意見を発表し合う。 

・広い土地を生かして農

業をしている。 

・病気を防ぐために輪作

などの工夫もしてい

る。 

③資料１，４の写真など

と「まなび方コーナー」

◆広大な農地の写

真から，十勝地

方の農業の特色

を想像させる。 

 

 

 

 

◆十勝地方の農業

が地理的条件を

生かしていると

ともに，輪作な

ど，人々が工夫

していることに

気づかせる。 

 

◆写真から，広大

な土地と大型機

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情報

を集め，読み取り，

涼しい気候と広大

な土地を生かした

十勝地方の農業の

様子について理解

しているか」を評

価する。 

雪の多い札幌市では，

除雪を行うなど雪を

克服したり，雪を生か

して観光を営んだり

している。    
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から農業の特色を話し

合う。 

・道から道まで 545ｍの区

画なんて想像できない

ほど広い畑だね。 

・広い土地で大型の機械

を使ってじゃがいもを

つくっているんだね。 

 

 

 

 

 

械の関係につい

て考えさせる。 

(4)守ってきた文化を受けつぐ 

・調べる 北海道に伝わるア

イヌの文化は，どのような

ものでしょうか。 

p.62～63 

1/2 ①写真から北海道の文化

について気づいたこと

を発表し合う。 

・特徴のある服装だね。 

・食べ物も特徴がある。 

②北海道の文化について

調べる。 

・昔から先住民族のアイ

ヌの人々が生活してい

る。 

・本州やロシアと交流し

ながら独自の文化をつ

くってきたんだね。 

 

 

 

 

 

◆写真からアイヌ

の文化の独自性

に気づかせる。 

 

 

◆現在もアイヌの

人々が生活し，

先住民族である

アイヌの人々の

文化を尊重する

ことの大切さに

気づかせる。 

 

 

 

 

 

［知技①］ 

発言内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，アイヌ

文化の特色につい

て理解している

か」を評価する。 

(4)表にまとめてキャッチコピーをつくる  

・まとめる 寒い地方のく

らしの特色を表にまと

め，キャッチコピーをつ

くりましょう。 

p.63 

1/2 ①北海道のくらしの特色

を表にまとめる。 

・これまでの学習を表に

まとめてみよう。 

②学習したことをもと

に，北海道のくらしの

特色を表すキャッチコ

ピーをつくる。 

・産業も文化も自然や気

候と切り離せないね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学習したことに

ついて，生活や

産業，文化など

の項目に分けて

まとめる。 

◆表をもとにキャ

ッチコピーをつ

くらせる。 

 

 

 

 

 

［知技②］ 

キーワードやキャ

ッチコピーの内容

から，「寒い気候を

生かした北海道の

くらしの特色につ

いて理解している

か」を評価する。 

［思判表②］ 

キャッチコピーの

内容から，「寒い土

地の自然条件と

人々の生活や産業

を関連付けて，考

え表現している

か」を評価する。 

  

十勝地方では，広大な
土地や夏でも涼しい気
候を生かして農業を行
っている。    
 
 
 
 

北海道には，昔から先
住民族のアイヌの人々
がいて，独自の文化を
つくってきた。 

北海道の人々は，冬の
寒さや雪からくらしを
守る工夫をするととも
に，夏の涼しさや雪を
生かした観光や広大な
土地を使った農業など
がさかんで，北海道の
自然条件を生かしたく
らしをしている。 

      
                     

 
 



28 

 

単元名 
２．わたしたちの生活と食料生産 

（オリエンテーション） 
教科書の 

ページ 
上 p.66～67 

配当時数 1 時間 活動時期 6 月 
学習指導要

領の内容 
(2)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)給食の材料  

・わたしたちは，ふだん，ど

のようなものを食べてい

るのでしょうか。 

p.66～67 

1 ①全国の給食や学校の給

食の材料について話し

合い，単元のめあてを

つくる。 

・全国にはいろいろな給

食がある。 

・給食にはいろいろな材

料が使われている。 

・給食のこんだては，米

や豆，果物，水産物，野

菜，畜産物に分類でき

る。 

・給食の材料は，地域だ

けでなく，全国各地か

ら集められている。 

 

 

 

 
 

◆全国の給食につ
いて話し合わせ
るときには，地
域の特産品を使
って給食がつく
られていること
に気づかせる。 

◆給食のこんだて

を分類するとき

には，米や豆，果

物，水産物，野

菜，畜産物に分

類させる。 

［思判表］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「給食の材料に着

目して，問いを見

出しているか」を

評価する。 

  

めあて わたしたちが食べているものは，ど

こでどのようにつくられ，運ばれてきている

のでしょうか。 
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小単元名 1．くらしを支える食料生産 
教科書の 

ページ 
上 p.68～75 

配当時数 4 時間 活動時期 6 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ｱ)(ｳ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

我が国の農業や水産業における食料生産について，生産物の種類や分布，

生産量の変化，輸入など外国との関わりなどに着目して，地図帳や地球儀，

各種の資料で調べ，まとめることで食料生産の概要をとらえ，食料生産が

国民に果たす役割を考え，表現することを通して，我が国の食料生産は，

自然条件を生かして営まれていることや，国民の食料を確保する重要な役

割を果たしていることを理解できるようにするとともに，主体的に学習問

題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①生産物の種類や分布，生産量の変化，輸入など外国との関わりなどにつ

いて地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取

り，食料生産の概要を理解している。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，我が国の食料生産は，自然条件

を生かして営まれていることや，国民の食料を確保する重要な役割を果

たしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①生産物の種類や分布，生産量の変化，輸入など外国との関わりなどに着

目して，問いを見出し，食料生産の概要について考え表現している。 

②我が国の農産物や水産物の種類や生産量，農業や水産業がさかんな地域

の分布などの情報を総合したり，農業や水産業における食料生産と国民

生活を関連付けたりして食料生産が国民生活に果たす役割を考え，適切

に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の食料生産の概要について，予想や学習計画を立てたり，学習を

ふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)産地調べ  

・つかむ わたしたちが食

べている食料品の産地に

ついて調べ，学習問題をつ

くりましょう。 

p.68～69 

1 ①スーパーマーケットの

ちらしを地図に貼り付

け，食料品の産地の広

がりについて話し合

い，学習問題をつくる。 

・野菜は，わたしたちが

生活している近くで生

産されている。 

・外国から来た食料品も

たくさんある。 

 

 

 

 

②学習問題の解決にむ

け，予想し，学習計画

を立てる。 

・米の産地は全国各地に

広がっている。 

・りんごは寒いところ

で，みかんはあたたか

いところでとれる。 

◆各自持ち寄った

ちらしを地図に

貼り付けること

で，スーパーマ

ーケットで売ら

れている食料品

が全国でつくら

れていることに

気づかせる。 

 

 

 

 

 

◆地形や気候の自

然条件の違いが

食料品の産地の

違いに影響を及

ぼしていること

に気づかせなが

ら，学習計画を

立てさせる。 

［思判表①］ 

発言内容から，「食

料品の産地の広が

りに着目して，問い

を見出しているか」

を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

発言内容や白地図

から「予想や学習計

画を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」を

評価する。 

(2)日本の米づくり                           ★他教科との関連：算数 

・調べる 米の主な産地は

どこでしょうか。 

1 ①日本の米づくりに着目

して，米の主な産地を

◆米づくりのさか

んな地域が東北

［知技①］ 

発言内容やノート

学習問題 わたしたちのくらしを支えてい

る食べ物の産地は，どのように広がっている

のでしょうか。 
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p.70～71 とらえる。 

・米は寒いところで多く

つくられている。 

・米はあたたかいところ

でもつくられている。 

 

 

 

 

 

地方や北海道に

集まっているの

は，寒冷という

自然の特色を生

かしていること

に気づかせる。 

◆米の収穫量の上

位五つを調べる

活動では，地図

帳 を 活 用 さ せ

る。 

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，米の

主な産地について

理解しているか」

を評価する。 

(3)農産物の産地                            

・調べる 野菜，果物，畜産

の産地はどのように広が

っているのでしょうか。 

p.72～73 

1 ①農産物の産地に着目し

て，農産物の産地の全

国的な広がりをとらえ

る。 

・米の生産額は減ってい

る。 

・野菜，果物，畜産物の生

産量の高い地域は，そ

れぞれ異なっている。 

 

 

 

 

 

◆「まなび方コー

ナー」を活用し

て，農産物の生

産額の変化のグ

ラフを読み取ら

せ，増加してい

る農産物と減少

している農産物

に気づかせる。 

◆野菜，果物，畜産

の三つの地図を

比較させ，日本

各地で農産物が

生産されている

ことに気づかせ

る。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，農産

物の産地の全国的

な広がりについて

理解しているか」

を評価する。 

(4)地図にまとめる 

・まとめる わたしたちが食

べている食べ物の主な産

地はどのようなところか，

まとめましょう。 

p.74～75 

1 ①学習問題について調べ

たことをもとにして，

食べ物の主な産地につ

いて白地図にまとめ

る。 

・米は，東北地方や北海

道の生産が多い。 

・水産物の水あげ量は，

千葉県の銚子港が第 1

位（2017 年）である。 

②白地図にまとめたこと

をもとに話し合い，食

べ物の産地と自然環境

との関連性を考える。 

・野菜は，気候などの自

然の特色を生かし，全

国で生産されている。 

・畜産は，広い土地をも

つ都道府県で行われて

いる。 

 

 

 

 

 

◆地図帳を活用し

て，都道府県の

位置を確認させ

ながら，まとめ

の作業を進めさ

せる。 

 

 

 

 

◆「やってみよう」

の活動では，都

道府県と農作物

をあげるだけで

なく，自然の特

色と関連付けな

がら，我が国の

食料生産の特色

に も 気づ かせ

る。 

［知技②］ 

まとめた地図の記

述内容から，「調べ

たことをまとめ，

生産物の種類や分

布を理解している

か」を評価する。 

 

 

［思判表②］ 

ノートの記述内容

から，「生産物の種

類や分布，自然の

特色を関連付け，

我が国の食料生産

の特色を考え表現

しているか」を評

価する。 

米は全国各地で生産さ
れていて，主な産地は
東北地方と北海道であ
る。 
 
② 
 
 
 

野菜，果物，畜産物は，
自然条件に影響を受け
て生産されるため，主
な産地はそれぞれ異な
っている。 
 
 
 
 

我が国の食料生産は，
自然条件と深い関わり
をもって営まれ，全国
には米をはじめ，野
菜，果物，畜産物，水
産物などのさかんな地
域が分布している。 
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小単元名 ２．米づくりのさかんな地域 
教科書の 

ページ 
上 p.76～93 

配当時数 8 時間 活動時期 7 月 
学習指導要領

の内容 

 (2)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の米の生産について，生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，

輸送，価格や費用などに着目して，地図や各種の資料で調べ，まとめるこ

とで，米づくりに関わる人々の工夫や努力をとらえ，その働きを考え，表

現することを通して，我が国の米づくりに関わる人々が，生産性や品質を

高めるよう努力したり輸送や販売方法を工夫したりして，良質な米を消費

地に届けるなど，食料生産を支えていることを理解できるようにするとと

もに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①米の生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸送，価格や費用などに

ついて，地図や各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，米づ

くりに関わる人々の工夫や努力を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，我が国の米づくりに関わる人々が，

生産性や品質を高めるよう努力したり輸送や販売方法を工夫したりし

て，良質な米を消費地に届けるなど，食料生産を支えていることを理解

している。 

思考・判断・表現 

①米の生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸送，価格や費用など

に着目して，問いを見出し，米づくりに関わる人々の工夫や努力につい

て考え表現している。 

②米づくりの仕事の工夫や努力とその土地の自然条件や需要を関連付けて

米づくりに関わる人々の働きを考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①我が国の米の生産について，予想や学習計画を立て，学習をふり返った

り見直したりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)庄内平野をながめて・地形と気候の特色                ★他教科との関連：家庭 

・つかむ 庄内平野はどの

ようなところなのでしょ

うか。 

p.76～79 

1 ①庄内平野の航空写真を

見て，気づいたことや，

景観の特色についてわ

かったことを発表し合

う。 

・庄内平野は平らな土地

が広がっている。 

・庄内平野に多くの水田

があって，米づくりが

さかんであることは，

自然の特色と関係があ

るのではないかな。 

②土地利用図や雨温図，

写真などを読み取るこ

とを通して，庄内平野

の地形と気候の特色に

ついて話し合う。 

・大きな川が庄内平野を

流れている。 

・酒田市は宮古市と比

べ，冬に降水量が多

く，夏の平均気温が高

いため，米づくりに適

した気候である。 

 

◆「まなび方コー

ナー」を活用し，

航空写真から庄

内平野の様子を

概観させ，景観

の特色に気づか

せる。 

 

 

 

 

 

◆土地利用図や雨

温図などから，

庄内平野の地形

と気候の特色に

気づかせる。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「庄内平野の地形

や気候の特色に着

目して，問いを見出

しているか」を評価

する。 
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(2)米づくりのさかんな庄内平野 

・つかむ 写真やグラフを

見て，庄内平野の米づくり

について話し合い，学習問

題をつくりましょう。 

p.80～81 

1 ①写真やグラフを読み取

り，わかったことや疑

問に思ったことから学

習問題をつくり，学習

計画を立てる。 

・庄内平野の水田はとて

も大きい。 

・庄内平野のある山形県

では，10a あたりの米

の生産量が高い。 

・庄内平野の米づくりに

は，農家のさまざまな

工夫や努力があるので

はないか。 

 

 

 

 

 

◆写真やグラフか

ら，庄内平野が

日本有数の米の

産地であること

に気づかせ，学

習問題につなげ

る。 

◆予想や学習計画

を立てさせなが

ら，意欲的に学

習活動に取り組

ませるようにす

る。 

［態度①］ 

ノートの記述や発

言，学習計画の表

の内容から，「予想

や学習計画を立

て，学習問題を解

決する見通しをも

っているか」を評

価する。 

(3)祢津さんの米づくり                            

・調べる 農家の人々は，米

づくりをどのように進め

ているのでしょうか。 

p.82～83 

1 ①祢津さんの米づくりに

着目して，米づくり農

家の工夫や努力をとら

える。 

・一年間を通して，農家

は米づくりを行ってい

る。 

・農家は一人で米づくり

を進めるのではなく，

地域の人と協力して，

米づくりをしている。 

 

 

 

 

 

 

◆調べたことを農

作 業 暦に まと

め，米づくり農

家の工夫や努力

に目を向けさせ

る。 

◆ ◆米づくりが一年

を通して計画的

に行われている

ことに気づかせ

る。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，一年

間を通しての米づ

くり農家の工夫や

努力について理解

しているか」を評価

する。 

(4)生産性を高める米づくりのくふう 

・調べる 農家の人々は，米

の生産性を高めるために

どのようなくふうをして

きたのでしょうか。 

p.84～85 

1 ①生産性を高める米づく

りの工夫に着目して，

米づくり農家が，生産

性を高め，よりよい米

づくりを進めてきたこ

とをとらえる。 

・米づくりに欠かせない

水の量を上手に調整す

るために，庄内平野の

水田にはさまざまな工

◆庄内平野の米づ

くりの移り変わ

りから，生産性

を高めようとす

る米づくり農家

の工夫や努力に

気づかせる。 

◆米づくりがとて

もつらい仕事で

あったことに目

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，生産

性を高めるために

農家が行ってきた

工夫について理解

しているか」を評

価する。 

学習問題 庄内平野で米づくりにかかわる

人々は，どのようなくふうや努力をして，よ

りよい米を生産しているのでしょうか。 

米づくりのさかんな
庄内平野では，稲作に
適した自然条件がそ
ろっている。  
 
 
 
 

米づくり農家は，種も
みを選ぶところから，
出荷前にもみすりをす
るところまで，工夫や
努力を重ねている。  
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夫がある。 

・耕地整理や機械化など

を進め，庄内平野の生

産性は高まってきた。 

 

 

 

 

 

を向けさせ，機

械化などの工夫

が，労働時間の

短縮に役立って

いることに気づ

かせる。 

(5)庄内平野の米づくりを支える人たち 

・調べる 農家の人々を，だ

れがどのように支えてい

るのでしょうか。 

p.86～87 

1 ①庄内平野の米づくりを

支える人たちに着目し

て，農家を支える人た

ちの仕事をとらえる。 

・米づくりに，農業協同

組合の人々の協力は欠

かせない。 

・水田農業試験場では，

品種改良の研究をし

て，農家を支えている。 

 

 

 

 

 

 

◆米づくり農家を

支える組織や人

に 目 を向 けさ

せ，庄内平野の

米づくりの工夫

に気づかせる。 

◆商品価値を高め

るために品種改

良 は 重要 であ

り，継続的に品

種改良が行われ

てきたことに気

づかせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，農家

を支える人たちの

仕事について理解

しているか」を評

価する。 

 

(6)おいしい米を全国に 

・調べる 庄内平野の米は，

どのように消費者にとど

けられるのでしょうか。 

p.88～89 

1 ①庄内平野の米が消費者

に届けられるまでの様

子に着目して，生産地

と消費地を結ぶ輸送の

働きや，米づくりにか

かる費用をとらえる。 

・米の輸送には，輸送先

となる消費地との距離

に応じて，フェリーや

トラックなどが使い分

けられている。 

・わたしたちのところに

米が届くまでには，輸

送や販売にも費用がか

かる。 

 

 

 

 

◆カントリーエレ

ベーターにおけ

る米の保管方法

を確認し，カン

トリーエレベー

ターが米の味を

保つために重要

な役割を果たし

ていることに気

づかせる。 

◆米づくり農家と

わたしたちが，

輸送方法の工夫

によってつなが

っていることに

気づかせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，生産

地と消費地を結ぶ

輸送の働きや，米

づくりにかかる費

用について理解し

ているか」を評価

する。 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，，

「これまでの学習

をふり返り，さら

に調べるべきこと

を考え，農家の

人々がかかえる課

題について調べる

見通しをもってい

るか」を評価する。 

(7)米づくり農家のかかえる課題と新しい取り組み 

・調べる 農家の人々は，さ

まざまな課題をどのよう

に解決しようとしている

のでしょうか。 

1 ①米づくり農家のかかえ

る課題と新しい取り組

みに着目して，これか

らの日本の米づくりの

◆米づくりが抱え

る課題を解決す

るために，米づ

くり農家がさま

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「これからの日本

米づくり農家は，耕地
整理や機械化を進め，
生産性を高める工夫
や努力を進めてきた。  

農業協同組合や水田農
業試験場などは，安全
でおいしい米づくりの
ために，農家を支援し
ている。  
 
 
 

生産された米は，輸送
方法を工夫して，消費
者に届けられている。 
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p.90～91 あり方を考える。 

・米のほかに大豆などを

栽培して，農家は生産

調整をしている。 

・庄内平野の農家は，消

費者との結びつきを深

めるために，関東地方

の小学校で出前授業を

行っている。 

 

 

 

 

 

 

ざまな取り組み

を行っているこ

と に 気づ かせ

る。 

◆米づくり農家の

努力によって，

わたしたちは毎

日おいしい米を

食べられること

を考えさせる。 

 

の米づくりのあり

方について考え表

現しているか」を

評価する。 

(8)これまでの学習をふり返る 

・まとめる これまでの学習

をふり返り，米づくりがさ

かんな地域の人々のくふ

うや努力についてまとめ

ましょう。 

p.92～93 

1 ①学習問題について調べ

たことに基づいて，米

づくりがさかんな地域

の人々の工夫や努力に

ついて表にまとめる。 

・米づくりは，３月の種

もみを選ぶところから

始まる。 

・米はトラックや鉄道な

どを利用して，わたし

たちのところへ届いて

いる。 

②表にまとめたことをも

とに，我が国における

農業の役割について話

し合い，考えを深める。 

・わたしたちの生活に農

業は欠かせない。 

・農業が抱える課題を，

わたしたちは協力して

解決していかなければ

ならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「まなび方コー

ナー」を活用し

て，米づくりに

かかわる人々の

工夫や努力を表

に ま とめ させ

る。 

◆作業の進め方を

確認しながら，

適宜，グループ

活 動 を組 織し

て，協働的に表

を作成させる。 

◆米づくりに限ら

ず，農業全般を

意 識 させ なが

ら，これからの

農業のあり方を

自分事として考

えさせる。 

［知技②］ 

ノートの記述内容

から，「調べたこと

をまとめて，米づ

くりがさかんな地

域の人々の工夫や

努力を理解してい

るか」を評価する。 

 

 

 

 

［思判表②］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「米づくりのしく

みと農家の工夫や

努力を関連付け，

我が国における農

業の役割を考え，

適切に表現してい

るか」を評価する。 

 

  

米づくり農家は，農業
従事者の減少などの課
題を抱えているが，課
題解決のために工夫や
努力を重ねている。 
 
 
 

米の生産にかかわる
人々は，自然条件を生
かしたり，生産の工程
や輸送方法を工夫し
たりして，安全でおい
しい米を消費者に届
けるために努力して
いる。       
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小単元名 ３．水産業のさかんな地域 
教科書の 

ページ 
上 p.96～109 

配当時数 7 時間 活動時期 9 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-

(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の水産業について，生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸

送，価格や費用などに着目して，地図や各種の資料で調べ，まとめること

で，水産業に関わる人々の工夫や努力をとらえ，その働きを考え，表現す

ることを通して，我が国の水産業に関わる人々が，生産性や品質を高める

よう努力したり輸送や販売方法を工夫したりして，良質な水産物を消費地

に届けるなど，食料生産を支えていることを理解できるようにするととも

に，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①水産業の生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸送，価格や費用な

どについて，地図帳や各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取

り，水産業に関わる人々の工夫や努力を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，我が国の水産業に関わる人々が，

生産性や品質を高めるよう努力したり輸送や販売方法を工夫したりし

て，良質な水産物を消費地に届けるなど，食料生産を支えていることを

理解している。 

思考・判断・表現 

①水産業の生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸送，価格や費用

などに着目して，問いを見出し，水産業に関わる人々の工夫や努力につ

いて考え表現している。 

②水産業の仕事の工夫や努力とその土地の自然条件や需要を関連付けて水

産業に関わる人々の働きを考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①水産業における食料生産について，予想や学習計画を立て，学習をふり

返ったり見直したりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)魚を消費する日本  

・つかむ わたしたちの食生

活と水産業について考え，

学習問題をつくりましょ

う。 

p.96～97 

1 ①日本の水産業の様子に

ついて，地図や統計資

料等を読み取る活動を

通して，わかったこと

や疑問に思ったことを

整理して学習問題をつ

くる。 

・日本の一人あたりの魚

や貝の消費量は世界で

も非常に多い。 

・日本は，魚を多く食べ

るのに，魚をとる量は，

減っている。 

 

 

 

 

②学習問題の解決に向け

て予想や学習計画を立

てる。 

・どのようにして魚をと

っているのか。 

・とった魚はどのように

してわたしたちにとど

けられるのか。 

◆漁港の水あげ量

の資料から空間

的な見方を働か

せ，日本の近海

は良い漁場に恵

まれていること

に気づかせる。 

◆写真資料等も活

用し，魚の消費

の多い日本が抱

える課題にも気

づかせるように

する。 

 

 

 

 

◆消費者である自

分と関連付けて

予想等を立てさ

せる。 

［思判表①］ 

発言内容から，「日

本の漁業生産量の

変化，消費量，主な

漁港の水あげ量な

どに着目して，問

いを見出している

か」を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

学習問題 長崎で水産業にかかわっている

人々は，どのように魚をとり，消費者にとど

けているのでしょうか。 
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(2)魚を集めてとるまきあみ漁 

・調べる 長崎漁港の近海

でさかんな沖合漁業は，

どのように行われている

のでしょうか。 

p.98～99 

p. ①写真やイラストから，

まき網漁についてわか

ったことをノートにま

とめ発表する。 

・船団を組んでまき網漁

を行っている。 

・魚群探知機で魚を探し

たり，船の上からスマ

ートフォンで情報を漁

港に送ったりしてい

る。 

・とれる魚の量は，天候

や魚の群れのいる場所

など自然環境に影響さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆地図から長崎漁

港が地形的にも

恵まれている環

境であることを

読み取らせる。 

 

◆写真と図のほか

に映像資料など

も用意し，まき

網漁のやり方や

工夫について調

べさせる。 

 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，長崎

漁港で行われてい

る沖合漁業の様子

について理解して

いるか」を評価す

る。 

(3)長崎漁港から食卓へ                            

・調べる 長崎漁港に水あ

げされた魚は，どのよう

にしてわたしたちの食卓

へとどくのでしょうか。 

p.100～101 

1 ①写真を見て，長崎漁港

の様子や水あげされた

魚が食卓にとどくまで

の流れについてわかっ

たことをノートにまと

める。 

・水あげ……とった魚が

長崎漁港に水あげされ

る。魚は，種類や大き

さごとに分けられる。 

・せりおとされた魚は，

新鮮さを保ったまま出

荷するために保冷機能

のついたトラックで出

荷される。 

②魚が運ばれる道を道路

地図で確認する。 

・長崎から高速道路で全

国に運んでいる。 

・東京で買う魚の値段に

は，どのような費用が

含まれているのだろ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

◆航空写真から漁

港の広さやまわ

りの環境を読み

取らせる。 

  

 

◆とった魚が消費

者に届けられる

までにはどのよ

うな人の働きが

あるか人々の関

わりについて気

づかせるように

する。 

 

◆魚の値段には，

生産から販売ま

でのさまざまな

費用が含まれて

いることに触れ

る。いろいろな

人 が 関 わ っ た

り，遠くへ運ん

だりした分，値

段が高くなるこ

と も 予 想 さ せ

る。 

 

 

 

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，水あ

げされた魚がどの

ように消費者に届

けられるかについ

て理解している

か」を評価する。 

長崎県では，沖合漁業が
さかんである。沖合漁業
では魚群探知機で魚の
群れを探し，船団を組ん
だまき網漁が工夫して
行われている。 
 
 
 

長崎漁港で水あげされ
た魚は，魚市場でせり
にかけられ，全国へ運
ばれる。魚が消費者に
届くまでには，さまざ
まな人々が関わり価格
が変動する。 
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(4)つくり育てる漁業 

・調べる つくり育てる漁

業は，どのように行われて

いるのでしょうか。 

p.102～103 

1 ①写真と養殖業者の人の

話から，とらふぐの養

殖の様子についてわか

ったことをノートにま

とめる。 

・ほかの魚をきずつけな

いように，歯切りの作

業を１匹ずつ行う。 

・生産が安定しているの

で地元の若い人が養殖

業をするようになって

きている。 

②イラストと写真から魚

や貝の卵を育てている

水産センターについて

調べ，育てる漁業につ

いて話し合う。 

・魚や貝の卵を育てるだ

けでなく，養殖の魚の

病気の対応もしてい

る。 

・限られた水産資源を守

り，安定して魚がとれ

るように研究してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆なぜ養殖は安定

しているのか，

写真や養殖業者

の人の話から考

えさせる。 

◆赤潮など海に関

する自然災害の

資料は教師が用

意しておく。 

 

 

 

◆つくり育てる漁

業にはどのよう

な工夫や努力が

あるのか，養殖

と水産センター

の関わりに気づ

かせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情報

を集め，読み取り，

つくり育てる漁業

の様子について理

解しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

［思判表①］ 

発言内容から，「養

殖業者や水産セン

ターが，協力しな

がらつくり育てる

漁業を行っている

ことについて考え

表現しているか」

を評価する。 

(5)すり身からかまぼこをつくる 

・調べる 長崎漁港の周辺

では，どのようにして水産

加工品がつくられている

のでしょうか。 

p.104～105 

1 ①写真とかまぼこ工場の

人の話から，かまぼこ

づくりについてわかっ

たことをノートにまと

める。 

・漁港の近くには，いわ

しやあじなどの魚から

すり身をつくる工場が

ある。 

・かまぼこ工場では，す

り身をさらに加工して

かまぼこやちくわなど

をつくっている。 

 

 

 

 

 

 

◆地図から漁港の

そばにすり身工

場やかまぼこ工

場があることを

知り，新鮮な魚

が使えることに

気づかせる。 

 

 

◆写真から，全て

が機械の作業で

なく，手作業も

多いことに気づ

かせ，かまぼこ

を食べてもらお

うという工場の

人の願いについ

て考えさせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情報

を集め，読み取り，

水産物を加工して

すり身やかまぼこ

などをつくる人々

の工夫や努力につ

いて理解している

か」を評価する。 

長崎市では，とらふぐ
の養殖がさかんで，さ
まざまな工夫がされ
ている。水産センター
では，魚や貝の卵を育
てたり，さいばい漁業
を行ったりして水産
資源を守っている。 
              
 
 
 

長崎漁港のそばには，
すり身をつくる工場や
かまぼこ工場などがあ
り，漁港でとれた魚を
加工して消費者のもと
へ届けている。 
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(6)日本の水産業がかかえている課題 

・調べる 日本の水産業に

は，どのような課題がある

のでしょうか。 

p.106～107 

1 ①地図とグラフや調べて

きたことをもとに，日

本の水産業の課題につ

いて読み取り，わかっ

たことをまとめて発表

する。 

・日本の遠洋漁業・沖合

漁業の生産量はどんど

ん減ってきている。 

・漁業で働く人の数も減

ってきている。 

・わたしたちがこれから

も同じように魚を食べ

ていくためには，どう

すればよいのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆漁業別の生産量

の変化と水産物

輸入量の変化の

グラフを比較し

て考えさせる。 

 

 

 

 

◆漁業で働く人数

の変化のグラフ

と学習してきた

ことを関連付け

て考えさせる。 

［態度①］ 

発言内容から，「こ

れまでの学習をふ

り返り，さらに調

べるべきことを考

え，日本の水産業

がかかえている課

題を調べる見通し

をもっているか」

を評価する。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情報

を集め，読み取り，

日本の水産業がか

かえている課題に

ついて調べたこと

を考え表現してい

るか」を評価する。 

(7)プレゼンテーションソフトを使ってまとめる 

・まとめる 水産業がさか

んな地域の人たちのくふ

うや努力について調べた

ことをまとめてみましょ

う。 

p.108～109 

1 ①これまで学習したこと

をふり返り，プレゼン

テーションソフトを使

ってまとめる。 

・日本は豊富な水産資源

に恵まれている。 

・長崎漁港のまわりで

は，まき網漁がさかん

である。 

・長崎漁港のまわりに

は，とった魚をすり身

にする工場やかまぼこ

工場がある。 

・養殖やさいばい漁業な

ど魚をつくり育てる漁

業もある。 

②まとめた作品をもとに

これからの漁業につい

て考えたことを発表し

合う。 

・漁業についてもっと自分

たちが興味をもとう。 

・漁業はこれからもっと

機械化が進むのではな

いか。 

 

 

 

 

◆プレゼンテーシ

ョンソフトを上

手に活用できる

ように事前に使

い方の練習をし

ておく。 

◆プレゼンテーシ

ョンソフトにま

とめる時に必要

な画像資料等は

教師が事前に用

意しておく。 

◆できあがったプ

レゼンテーショ

ンをプロジェク

ターで映し出し

たり，パソコン

画面で共有した

りして，クラス

全 体 で確 認す

る。 

◆学習してきたこ

とを生かしてこ

れからの漁業に

ついて考えるこ

とができるよう

にする。 

［知技②］ 

プレゼンテーショ

ンの内容から，「調

べたことをまと

め，水産業がさか

んな地域の人々の

工夫や努力によ

り，消費者に魚が

届けられ，食料生

産を支えているこ

とを理解している

か」を評価する。 

 

 

 

 

［思判表②］ 

プレゼンテーショ

ンや発言の内容か

ら，「漁業に関わる

人々の工夫や努

力，水産業の課題

について考え，適

切に表現している

か」を評価する。 

日本では，200 海里水
域の影響もあり，遠洋
漁業や沖合漁業の生
産量は減っている。漁
業で働く人の数も減
っていて，水産業の課
題を改善していく必
要がある。 
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我が国の水産業は，自
然条件を生かして営
まれており，水産業に
関わる人々は，生産性
や品質を高めるよう
努力したり輸送方法
や販売方法を工夫し
たりして，良質な食料
を消費地に届けるな
ど，食料生産を支えて
いる。  
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小単元名 ４．これからの食料生産とわたしたち 
教科書の 

ページ 
上 p.114～123 

配当時数 5 時間 活動時期 9～10 月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ｱ)(ｳ)，イ-

(ｱ) 

 

 

小単元の目標 

我が国の農業や水産業における食料生産について，食料自給率や輸入な

ど外国との関わり，食の安全・安心への取り組みなどに着目して，地図帳

や地球儀，各種の資料で調べ，まとめることで食料生産の課題をとらえ，

食の安全・安心の確保，持続可能な食料生産・食料確保が重要な課題であ

ることや，食料自給率を上げることが大切であることを理解できるように

するとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や，学習

したことをもとにこれからの農業などの発展について考えようとする態度

を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①食料自給率や輸入など外国との関わり，食の安全・安心への取り組みな

どについて，地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，

読み取り，食料生産の課題を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，食の安全・安心の確保，持続可能

な食料生産・食料確保が重要な課題であることや，食料自給率を上げる

ことが大切であることを理解している。 

思考・判断・表現 

①食料自給率や輸入など外国との関わり，食の安全・安心への取り組みな

どに着目して，問いを見出し，食料生産の課題について考え表現してい

る。 

②食料自給率と食生活の変化を関連付けたり，食料生産について学習して

きたことを総合したりして食料生産の課題について考え，学習したこと

をもとに，消費者や生産者の立場などから多角的に考えて，これからの

農業や水産業の発展について考え表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①これからの食料生産について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり

返ったりして学習問題を追究し，解決しようとしている。 

②学習したことをもとに，これからの農業などの発展について考えようと

している。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)日本の食料生産をめぐる課題  

・つかむ 食料生産の課題

について話し合い，学習問

題をつくりましょう。 

p.114～115 

1 ①農業や水産業の学習を

ふり返り，どのような

課題があったか話し合

う。 

・米の生産量と消費量が

減っていた。 

・水産業ではとれる魚が

少なくなり，輸入して

いるものもあった。 

・農業も水産業も働く人

が減っていた。 

②日本と主な国の食料自

給率について調べ，疑

問に思うことを話し合

い，学習問題をつくる。 

・日本の食料の多くは輸

入にたよっている。 

・小麦や大豆のほとんど

を輸入している。 

・1970 年に比べ，自給率

◆教科書やノート

をもとに，農業

や水産業の学習

を ふ り返 らせ

る。 

 

 

 

 

 

 

◆自給率の変化に

着目させて，疑

問に思うことを

発表させる。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「食料自給率や輸

入などに着目し

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

 

 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 
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が約 3 分の 2 に減った

のはなぜだろう。 

・日本の食料生産にはど

のような課題があるの

だろう。 

 

 

 

 

(2)わたしたちの食生活の変化と食料生産  

・調べる 食生活の変化は

食料生産にどのようなえ

いきょうをあたえている

のでしょうか。 

p.116～117 

1 ①p.116 の写真を見なが

ら，毎日の食生活につ

いて話し合う。 

・わたしは朝はパンを食

べることが多い。 

・ハンバーグやカレーな

ど，肉を使った食べ物

が多い。 

②食生活の変化や食料品

別の輸入量の変化を資

料で調べる。 

・1960 年度と比べると米

の消費量が減り，肉や

その加工品，乳製品な

どの畜産物が増えてい

る。 

・増えている食料品の多

くは輸入に頼ってい

る。 

③調べたことを関連付

け，食生活の変化が食

料生産や食料の確保に

どのような影響を与え

ているか考え，話し合

う。 

・食生活が変化し，小麦

や乳製品などがたくさ

ん輸入されるようにな

った。 

・食生活は豊かになった

が，自給率の高い米の

消費が減り，輸入食料

品が増え，自給率が下

がっている。 

・食料廃棄の多さも問題

になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆家庭での食生活

や給食のメニュー

などから考えさせ

るようにする。 

 

 

 

 

◆いつごろからど

のような食料品が

増えているか考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆調べる段階で，

二 つ の 資 料

（ｐ.117 のグラ

フ）からわかった

ことを関連付け，

食生活の変化とそ

の影響を考えさせ

る。 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「食生活が変化し

てきたことや，そ

れにともなった食

料生産の課題につ

いて考え表現して

いるか」を評価す

る。 

学習問題 日本の食料生産にはどのような

課題があり，これからの食料生産をどのよう

に進めたらよいのでしょうか。 

食生活が西洋風に変
化し，我が国の食生活
は多くを輸入にたよ
っている。一方で大量
に食料が廃棄されて
いる現実もある。 
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(3)食の安全・安心への取り組み                              

・調べる 食の安全・安心に

対する取り組みは，どのよ

うに行われているのでし

ょうか。 

p.118～119 

1 ①食の安全・安心に対す

る取り組みについて知

っていること，輸入食

品で問題になること等

を話し合う。 

・生産者の顔が見える野

菜がスーパーマーケッ

トで売られている。 

・気候の影響により，輸

入相手国で農産物が収

穫できなかったら，輸

入ができない。 

・どのような農薬が使わ

れているか気になる。 

②スーパーマーケットの

店長さんの話と検疫所

で働く長さんの話をも

とに，食の安全・安心

のためにどのような取

り組みがあるか調べ

る。 

・トレーサビリティ。 

・日本の法律に合格した

食品を輸入する。 

・検疫所での検査。 

③調べたことをもとに，

食の安全・安心に対す

る取り組みがどのよう

に行われているか考

え，話し合う。 

・トレーサビリティの取

り組みや輸入食品の衛

生管理が行われてい

る。 

・しかし，輸入のための

輸送では，たくさんの

石油が使われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆産地を表示した

牛肉のパックの

写真や食の安全

に関する新聞記

事（ｐ.118），か

んばつで枯れて

しまったとうも

ろ こ しの 写真

（ｐ.119）を見

せ，関心を高め

させる。 

 

 

 

◆安全・安心の確

保のための工夫や

しくみに着目させ

る。 

 

 

 

 

 

 

◆食料品の輸入の

ために多くの燃

料が輸送に使わ

れていることに

も気づかせる。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情報

を集め，読み取り，

食の安全・安心へ

の取り組みについ

て理解している

か」を評価する。 

(4)食料を安定して確保する 

・調べる 食料を安定して

確保し続けるためには，ど

のようなことが大切なの

でしょうか。  

p.120 

1/2 ①「産業別の人口のわり

あいの変化」及び「土

地利用の変化」のグラ

フから，食料の安定確

保にとって課題になる

◆農業や水産業の

学習と関連付け

て考えさせる。 

 

 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情報

を集め，読み取り，

食料を安定して確

消費者の食の安全・安

心への関心が高まり，

スーパーマーケットな

どではトレーサビリテ

ィの取り組み，検疫所

では輸入食品の検査な

どの取り組みを行い，

食の安全・安心の確保

に努めている。 
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ことを話し合う。 

・農業や林業，水産業で

働く人が減っている。 

・畑や田の面積も減って

いる。 

②農業協同組合の後藤さ

んの話をもとに，食料

を安定して確保するた

めに大切なことを調

べ，考えたことを話し

合う。 

・国内の食料自給率を上

げるために国産のもの

を食べることが大切。 

・自分の住んでいる地域

でとれるものを食べる

ことも大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域での取り組

み に も目 を向

け，これから大

切だと思うこと

を考えさせる。 

保するために，食

料自給率を高めた

り，地産地消の取

り組みを進めたり

することが大切で

あることを理解し

ているか」を評価

する。 

(4)これからの食料生産について考える 

・まとめる これからの食料

生産について調べたこと

をもとに，学習問題に対す

る考えをまとめましょう。 

p.121 

1/2 ①これまでに調べたこと

を，カードに書いて黒

板に貼り，分類する。 

・日本の食料生産がかか

える課題。 

・食の安全・安心の取り

組み。 

・食料を安定して確保す

るために大切なこと。 

②分類したカードを見な

がら，これからの食料

生産で大切だと思うこ

とを発表し合う。 

・日本の食料自給率を上

げることが大切。 

・食料自給率が上がる

と，農業や水産業が活

発になる。 

・地産地消の取り組みに

も進んで参加すること

が大切。 

・日本は輸入食料品が多

い。食の安全・安心に

も気を付けることが大

切。 

③話し合ったことをもと

に，これからの日本の

食料生産について大切

に思うことを各自ノー

トにまとめる。 

◆カードはグルー

プごとに作成す

るなど工夫をす

る。また黒板に

貼る際には，重

複したものを重

ねるなどする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆我が国の食料生

産・確保の現状

をふまえ，これ

から大切だと思

うことをノート

［知技②］ 

ノートの記述内容

から，「食の安全・

安心の確保，持続

可能な食料生産・

食料確保が重要な

課題であること

や，食料自給率を

上げることが大切

であることを理解

しているか」を評

価する。 

多くの食料を輸入にた
よる我が国は，食料を
安定的に確保していく
ことが大切であり，そ
の一つとして地産地消
の取り組みがある。 
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に ま とめ させ

る。 

 

（5）食料生産の新たな取り組み 

・いかす 新しい食料生産の

くふうをしょうかいし合

い，これからの食料生産に

ついて考えましょう。 

p.122～123 

1 ①p.122～123 で紹介さ

れている食料生産の新

たな取り組みについ

て，グループ内で分担

して調べ，発表し合う。 

・生産，加工，販売を自

分たちで行う取り組

み。 

・えさを工夫して畜産物

の価値を高める取り組

み。 

・持続可能な漁業を進め

る取り組み。 

・有機減農薬農法による

米づくりの取り組み。 

②自分たちの県や市の農

業や水産業の新たな取

り組みについて，イン

ターネット等を利用し

て調べる。 

③これからの食料生産に

対する考えをノートに

文章でまとめる。 

・消費者は，安さや安全

だけでなく，価値のあ

るものや高級なものも

求めている。 

・生産から販売までを行

う取り組みがある。 

・消費者の願いに応えな

がら，新しい取り組み

が行われている。 

 

 

 

 

 

 

◆県や市の取り組

みについては，

利用可能なホー

ムページや資料

を 教 師が 確認

し，準備してお

く。もし該当す

る取り組みがな

い場合は，ひと

つ目の活動をイ

ンターネット等

を使って詳しく

調べるなど工夫

する。 

 

 

 

 

 

◆生産者や消費者

の立場から考え

るように助言す

る。 

［思判表②］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「食料生産につい

て学習してきたこ

とを総合して，こ

れからの農業など

の発展について考

え，適切に表現し

ているか」を評価

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度②］ 

ノートの記述内容

から，「学習したこ

とをもとに，これ

からの農業などの

発展について考え

ようとしている

か」を評価する。 

 

  

生産者は，消費者の声

に応えながら，食料生

産の発展に向けた新し

い取り組みを進めてい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

食料の多くを輸入に
依存する我が国では，
食の安全・安心の確
保，持続可能な食料生
産・食料確保が重要な
課題になっており，食
料自給率を上げるこ
とが大切である。 
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単元名 
３.わたしたちの生活と工業生産 

（オリエンテーション） 

教科書の 

ページ 
下 p.2～3 

配当時数 1 時間 活動時期 10 月 
学習指導要

領の内容 
(３)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)わたしたちの生活をとりまく工業製品  

・工業は，わたしたちの生活

に，どのようにかかわって

いるのでしょうか。 

p.2～3 

1 ①身のまわりの工業製品

について，気づいたこ

とを話し合う。 

・家に，冷蔵庫や電子レ

ンジなどの電化製品が

ある。 

・ノートやパソコンなど

学校で使うものにも工

業製品があるのではな

いかな。 

②これまでの学習をふり

返ったり，身のまわり

の工業製品について考

えたりしながら，工業

製品と生活との関わり

について話し合う。 

・3 年の昔の道具の学習

では，洗濯機ができて

便利になったことを学

んだ。 

・身のまわりの工業製品

は，どのようにつくら

れているのかな。 

 

 

 

◆さまざまな工業

製品が，あらゆ

る生活の場面を

支える重要な役

割を果たしてい

ることに気づく

ようにする。 

 

 

 

◆過去と現在の比

較から，工業製

品がくらしの向

上につながって

きたことに気づ

くようにする。 

［思判表］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「日頃の生活や，

身のまわりの工業

製品から問いを見

出しているか」を

評価する。 

  

めあて わたしたちの生活を支える工業製
品は，どのようにしてつくられているのでし
ょうか。 
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小単元名 １．くらしを支える工業生産 
教科書の 

ページ 
下 p.4～9 

配当時数 3 時間 活動時期 10 月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア-(ｱ)(ｴ)，イ-(ｱ) 

 

小単元の目標 

我が国の工業生産について，工業の種類，工業のさかんな地域の分布，

工業製品の改良などに着目して，地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，ま

とめることで工業生産の概要をとらえ，工業生産と国民生活に果たす役割

を考え，表現することを通して，我が国ではさまざまな工業生産が行われ

ていることや，国土には工業のさかんな地域が広がっていること及び工業

製品は国民生活の向上に重要な役割を果たしていることを理解できるよ

うにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養

う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①工業の種類，工業のさかんな地域の分布，工業製品の改良などについて，

地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，

工業生産の概要を理解している。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，我が国ではさまざまな工業生産

が行われていることや，国土には工業のさかんな地域が広がっているこ

と及び工業製品は国民生活の向上に重要な役割を果たしていることを

理解している。 

思考・判断・表現 
①工業の種類，工業のさかんな地域の分布，工業製品の改良などに着目

して，問いを見出し，工業生産の概要について考え表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①工業生産の概要について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返

ったりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)わたしたちの生活に役立つ工業製品 

・つかむ 身のまわりにある
工業製品について話し合
い，学習問題をつくりまし
ょう。 

p.4 

1/2 ①身のまわりの工業製品
を持ち寄り，それぞれ
の特徴を考えながら分
類する。 

・機械もあれば，食べ物
もある。 

・金属，プラスチック， 

繊維などでできたもの

もある。 

・いろいろな種類の製品

があるけれど，どこで

つくっているのだろう

か。 

 

 

 

②学習計画を立てる。 
・工業製品の種類や，ど

こで生産されているか
調べたい。 

・日本ではどんな種類の
工業がさかんなのか調
べたい。 

・工業生産がさかんな地

域は日本のどのあたり

◆工業製品を分類
する学習の中
で，それぞれの
製品がどこでつ
くられたのだろ
うという疑問を
もたせていく。 

 
 

 

［思判表①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「工業の種類に着

目して，問いを見

出しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，，

「予想や学習計画

を立て，学習問題

を解決する見通し

をもっているか」

を評価する。 

学習問題 わたしたちの生活を支えている
工業製品は，どこでつくられているのでし
ょうか。 
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にあるのか調べたい。 

(1)日本各地の工場でつくられている工業製品                   

・調べる 身のまわりの工業
製品は，どこでつくられて
いるのでしょうか。 

p.5 
 
 

1/2 ①分類した工業製品がつ
くられた場所を調べ
て，発表し合うととも
に，日本地図に印をつ
けてまとめる。 

・写真の船は，広島県呉

市でつくられた。 

・音楽室にあるピアノ

は，静岡県掛川市でつ

くられた。 

・家で使っている掃除機

は，茨城県日立市でつ

くられた。 

 

◆それぞれの工業
製品の箱やシー
ルに記されてい
る生産された場
所に注目させた
い。 

◆さまざまな工業
製品が日本各地
で生産されてい
ることを児童が
実感できるよう
に考慮して，実
物や写真を用意
しておきたい。 

 
 
 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，日本
の各地でさまざま
な工業製品がつく
られていることに
ついて理解してい
るか」を評価する。 

(2)日本の工業生産の特色                                      ★他教科との関連：算数 

・調べる 日本の工業生産に

は，どのような特色がある

のでしょうか。 

p.6～7 

 

1 ①資料１と２の二つのグ
ラフを読み取り，日本
の工業生産について気
づいたことを話し合
う。 

・日本の工場はほとんど
が中小工場だ。 

・大工場の数は少ない
が，工業生産額では半
分以上を占めている。 

・1935年のグラフでは繊
維工業の生産額の割合
が大きいが，現在は機
械工業が中心。 

②資料３のグラフを読み
取り，日本の工業生産
のさかんな地域につい
て話し合う。 

・工業がさかんな地域
は，太平洋側の海沿い
に広がっている。 

・最も生産額が高い中京
工業地帯では，主に何
がつくられているのだ
ろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆帯グラフの読み
取 り につ いて
は，「まなび方コ
ーナー」を参照
する。 

 
 
 
 
 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，大工
場と中小工場の割
合や工業地域の分
布など，日本の工
業生産の概要につ
いて理解している
か」を評価する。 

  

日本では，全国各地
に工場が分布してい
る。多くの工場が集
まり，工業生産がさ
かんな地域は，工業
地域や工業地帯とよ
ばれている。 

日本では，各地でさ
まざまな工業がさか
んに営まれている。 
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（3）工業のさかんな地域の分布と特色                   

・調べる 日本で工業がさか

んな地域には，どのような

特色があるのでしょうか。 

p.8 

 

1/2 ①p.7資料３を復習しな
がら，「太平洋ベル
ト」とよばれる工業地
域や工業地帯の広がり
を意識する。 

・太平洋ベルトの工業生
産額は，日本全体の2分
の1以上を占める。 

②工業地域や工業地帯の
相互のつながりや海外
とのつながりにも発展
させて考える。 

・工業のさかんな地域が
海沿いに多いのは，材
料や製品の輸送に便利
だからではないか。 

・高速道路が全国に広が
り，内陸でも工業がさ
かんな地域が増えてき
た。 

 
 
 
 
 
 

◆工業生産に不可
欠な原材料や製
品の輸送・交通
の重要性を考え
させるために，
船や高速道路，
海をはさんでの
海外との結びつ
き，工場で働く
人 （々労働力）に
も 着 目さ せた
い。 

 
 
 
 
 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，工業
地域や工業地帯の
広がりについて理
解しているか」を
評価する。 

（3）ノートにまとめる 

・まとめる 日本の工業のさ

かんな地域の特色をまと

めましょう。 

p.9 

 

1/2 ①日本の工業生産と工業
のさかんな地域の特色
について，わかったこ
とや考えたことをノー
トにまとめ，話し合う。 

＜工業生産の特色＞ 
・昔は繊維工業がさかん
だったが，現在は機械
工業の割合が多い。 

・工場の数はほとんどが
中小工場だが，生産額
では，半分以上を大工
場が占めている。 

＜工業のさかんな地域＞ 
・太平洋の海沿いに工業
のさかんな地域が広が
り，太平洋ベルトとよ
ばれている。 

・高速道路の発達によ
り，関東内陸工業地域
など内陸部にも工業の
さかんな地域がある。 

 
 
 
 
 
 

 

◆調べたことをこ
れ ま で学 んだ
「ことば」を使
ってまとめると
ともに，日本の
工業の特色につ
いて自分の考え
を表現させる。 

［知技②］ 
ノートの記述内容
から，「我が国では
さまざまな工業生
産が行われている
ことや，工業のさ
かんな地域が広が
っていることを理
解しているか」を
評価する。 

日本の工業のさかん
な地域は，太平洋ベ
ルトを中心に海沿い
に多く分布している
一方で，内陸部にも
分布している。 
 
 
 

日本は工業のさかんな
国であり，さまざまな
種類の工業が営まれて
いる。また，日本で
は，太平洋ベルトをは
じめ，全国各地に工業
地域が分布している。 
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小単元名 ２．自動車をつくる工業 
教科書の 

ページ 
下 p.10～23 

配当時数 7 時間 活動時期 10～11 月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア-(ｲ)(ｴ)，イ-(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の自動車生産について，製造の工程，工場相互の協力関係，優れ

た技術などに着目して，地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，まとめるこ

とで自動車生産に関わる人々の工夫や努力をとらえ，その働きを考え，表

現することを通して，自動車生産に関わる人々は，消費者の需要や社会の

変化に対応し，優れた製品を生産するようさまざまな工夫や努力をして，

自動車生産を支えていることを理解できるようにするとともに，主体的に

学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①自動車の製造の工程，工場相互の協力関係，優れた技術などについて地

図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，自動

車生産に関わる人々の工夫や努力を理解している｡ 

②調べたことを図表や文などにまとめ，自動車生産に関わる人々は，消費

者の需要や社会の変化に対応し，優れた製品を生産するようさまざまな

工夫や努力をして，自動車生産を支えていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①自動車の製造の工程，工場相互の協力関係，優れた技術などに着目し

て，問いを見出し，自動車生産に関わる人々の工夫や努力について考え

表現している。 

②自動車生産の仕事の工夫や努力と消費者の需要や社会の変化を関連付け

て，自動車生産に関わる人々の働きを考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①自動車生産について，予想や学習計画を立て，学習をふり返ったり見直

したりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)変わってきた自動車                          ★他教科との関連：算数 

・つかむ わたしたちの生

活や産業を支える自動車

は，どのような地域でつく

られているのでしょうか。 

p.10～11 

1 ①写真とグラフから，自
動車の変化について，
考えを発表し合う。 

・時代とともに自動車は
変化している。 

・わたしたちの生活や要
望によって，自動車は
変わるのかな。 

・乗用車も 80％くらい普
及している。 

②地図を見て気づいたこ
とを発表する。 

・愛知県豊田市に自動車
工場が多く，関連工場
も集まっている。 

・どんなところで組み立
てているのかな。 

 
 
 

 

 

 

 

 

◆国民生活や消費
者の要望，時代
とともに変化し
てきたことに気
づかせる。 

 
 
 
 
 
◆地図から，豊田
市を中心に組み
立て工場と関連
工場が集まって
いることに気づ
かせ，どのよう
な場所で自動車
が生産されてい
るか興味をもた
せる。 

 
 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「自動車の移り変
わりに着目して，
問いを見出してい
るか」を評価する。 

わたしたちの生活に欠
かせない自動車は時代
とともに変化してき
た。それらは自動車工
業のさかんな地域でつ
くられている。 
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(2)さかんな自動車工業                    

・つかむ 日本の自動車工業
がさかんな理由を考え，学
習問題をつくり，学習計画
を立てましょう。 

p.12～13 
 

1 ①写真とグラフから，日
本の産業にとって自動
車工業が重要であるこ
とを考える。 

・大きな工場だね。 
・日本の工業のうち機械
工業の生産額が一番大
きいね。 

・機械工業の中でも，半
分近くが自動車工業だ
ね。 

②「まなび方コーナー」
を見て，学習計画を立
てる。 

・どうやって生産されて
いるのかな。 

・関連工場の役割はなん
だろう。 

・時代にあった自動車は
どうやって開発される
のかな。 

 
 
 
 

◆写真に写る工場
と周囲の家屋や
自動車の大きさ
を比べさせ，工
場の大きさをつ
かませる。また，
円グラフから，
我が国の工業に
おける自動車工
場の重要性を実
感させる。 

◆まなび方コーナ
ーを示し，学習
計画を立てさせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［態度①］ 
ノートの記述内容
から，「予想や学習
計画を立て，学習
問題を解決する見
通しをもっている
か」を評価する。 

(3)自動車を組み立てる工場                             

・調べる 組み立て工場で働

く人々は，どのように自動

車をつくっているのでし

ょうか。 

p.14～15 

 

1 ①写真から，自動車を組
み立てる流れを知り，
工夫を話し合う。 

・消費者の注文に合わせ
て，違う種類の自動車
を一つの組み立てライ
ンで組み立てている。 

・間違えないように指示
ビラなどの工夫があ
る。 

・部品を余らせないよう
にする工夫がある。 

②工場の方の話を読み，
組み立てについてまと
める。 

・ロボットや機械の特徴
を生かして，素早くた
くさんの自動車を生産
している。 

 
 
 
 

◆写真を黒板に貼
るなどして組み
立ての流れをつ
かませるととも
に，組み立てに
はさまざまな工
夫があることを
まとめる。 

 
 
 
 
◆自動車工場で
は，ロボットな
どの産業機械の
働きも加えて，
たくさんの自動
車を生産してい
ることをまとめ
るようにする。 

 
 
 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「必要な情報
を集め，読み取り，
組み立て工場のし
くみや工夫につい
て理解している
か」を評価する。 

（4）自動車の部品をつくる工場                     

・調べる 自動車の各部品

は，どのようにつくられて

いるのでしょうか。 

p.16～17 

 

1 ①図と写真から，自動車
の部品をつくる工場の
働きを発表する。 

・1 台の自動車を生産す
るにはたくさんの部品
が必要なんだね。 

◆図から自動車を
生産するにはた
くさんの部品が
必要であること
を読み取らせ，
部品はどのよう

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，自動
車の部品工場の様

学習問題 自動車づくりにたずさわる人々
は，よりよい自動車をたくさんつくるため
に，どのようなくふうや努力をしているので
しょうか。 

自動車は，組み立てラ
インにのせられ，さま
ざまな工程を経て完成
する。 
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・部品は関連工場で組み
立てられている。 

・組み立て工場のまわりに
はたくさんの関連工場
がある理由がわかる。 

②シート工場の方の話を
読んだり，組み立て工
場と関連工場のつなが
りの図を見たりして，
組み立て工場の工夫と
役割を話し合う。 

・シートを組み立てるに
もたくさんの部品が必
要なんだね。 

・シートを組み立てるた
めの部品をつくる工場
もある。 

・組み立て工場と部品工
場が全体で一つの大き
な工場になっている。 

 
 
 
 
 

に生産されてい
るのか興味をも
たせる。 

 
 
◆自動車を生産す
る部品の一つで
あるシートを作
成するためにも
たくさんの部品
が必要であるこ
とから，組み立
て工場と関連工
場のつながりを
実感的に理解さ
せる。 

子や関連工場と組
み立て工場のつな
がりについて理解
しているか」を評
価する。 

（5）世界とつながる自動車 

・調べる 完成した自動車

は，どのようにして世界じ

ゅうの消費者にとどけら

れるのでしょうか。 

p.18～19 

 

1 ①写真と図から，生産さ
れた自動車はどのよう
に消費者に届けられる
のか発表する。 

・船やトラックで運ばれ
ている。工場から遠い
販売店や海外へは船で
運ばれる。 

・船には一度に何千台も
つめるんだね。 

②自動車会社の方の話か
ら，海外生産について
意見を述べあう。 

・海外生産は年々増えて
いる。 

・現地の工場と日本の工
場で交流して，高い品
質を保っている。 

・現地で生産することで
その国の産業を発展さ
せるんだね。 

 
 
 
 
 
 
 

◆自動車は生産す
る工夫だけでな
く，生産者に届
けるための工夫
もあることに気
づかせる。 

 
 
 
 
◆日本の自動車会
社は，海外にも
販売しているこ
とをつかませる
とともに，海外
生産の伸長と利
点 を 理解 させ
る。 

 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「必要な情報
を集め，読み取り，
完成した自動車を
世界中に届ける運
輸や現地生産など
の外国とのつなが
りについて理解し
ているか」を評価
する。 

（6）人々の願いに合わせた自動車開発 

・調べる 新しい自動車は，

どのように生み出されて

いるのでしょうか。 

1 ①これからの時代に合わ
せた自動車について話
し合う。 

◆児童にこれから
必要だと思う自
動 車 を考 えさ

［態度①］ 
発言内容から，「こ
れまでの学習をふ

自動車は，組み立て工場

と部品をつくる関連工

場が協力して生産され

る。 

 
 
 
 
 

生産された自動車はキ
ャリアカーや船で国内
や海外に輸送される。
また，海外での現地生
産がさかんになってい
る。 
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p.20～21 

 

・環境にやさしい自動車
が求められると思う。 

・事故が防げる自動車が
大切だと思う。 

・車いすに乗ったまま移
動できる車はどうか
な。 

②自動車開発をする方の
話を読み，消費者や社
会の要望に応える自動
車開発についてまとめ
る。 

・自動車会社はどのよう
な自動車が求められて
いるのか常に考えてい
るんだね。 

 
 
 
 
 
 

せ，自由に述べ
させる。友だち
の意見を参考に
して，考えを修
正させていく。 

 
 
◆自動車会社が開
発した代表的な
自動車を例に，
これからも自動
車は，時代とと
もに変化してい
くことをつかま
せる。 

り返り，さらに調
べるべきことを考
え，人々の願いに
合わせた自動車開
発について調べる
見通しをもってい
るか」を評価する。 
［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「生活を支える自
動車の生産につい
て理解している
か」を評価する。 

（7）新聞にまとめる                           ★他教科との関連：国語 

・まとめる これまでの学習

をふり返り，日本の自動車

づくりのよさを新聞にま

とめましょう。 

p.22～23 

1 ①これまでの学習をふり
返り，自動車生産の工
夫について意見を述べ
る。 

・組み立て工場では，ラ
インで作業をしたり，
ロボットを使ったりと
たくさんの工夫があり
ました。 

・自動車をつくるにはた
くさんの部品が必要
で，組み立て工場と関
連工場が協力していま
した。 

・日本の自動車は海外で
も販売されていまし
た。 

・消費者や時代に合わせ
た自動車を開発してい
ました。 

②教科書の例をもとに新
聞をつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆自動車を生産す
るうえで工夫し
ていることを述
べさせ，黒板に
まとめていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆児童一人一人が
大切だと思った
ことを見出しと
してまとめ，新
聞 を つく らせ
る。 

 
 
 

［知技②］ 
発言や作成した新
聞の内容から，「自
動車生産に関わる
人々は，消費者の
需要や社会の変化
に対応し，優れた
製品を生産するよ
うさまざまな工夫
や努力をして，自
動車生産を支えて
いることを理解し
ているか」を評価
する。 
 
 
 
 
 
 
 
［思判表②］ 
作成した新聞の内
容から，「自動車生
産とわたしたちの
生活を関連付け，
世界に広がる自動
車生産を考え，適
切に表現している
か」を評価する。 

 

  

自動車会社では，消費
者の需要や社会の変化
に対応して，よりよい
製品を生み出してい
る。 
 
 
 
 

自動車生産に関わる
人々は，消費者の需要
や社会の変化に対応
し，優れた製品を生産
するようさまざまな工
夫や努力をして，工業
を支えている。 
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小単元名 ３．工業生産を支える輸送と貿易 
教科書の 

ページ 
下 p.36～45 

配当時数 5 時間 活動時期 11 月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア-(ｳ)(ｴ)，イ-(ｳ) 

 

小単元の目標 

我が国の工業生産について，交通網の広がり，外国との関わりなどに着

目して，地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，まとめることで貿易や運輸

の様子をとらえ，それらの役割を考え，表現することを通して，貿易や運

輸は，原材料の確保や製品の販売などにおいて，工業生産を支える重要な

役割を果たしていることを理解できるようにするとともに，主体的に学習

問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①交通網の広がり，外国との関わりなどについて地図帳や地球儀，各種の

資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，貿易や運輸の様子を理解

している。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，貿易や運輸は，原材料の確保や

製品の販売などにおいて，工業生産を支える重要な役割を果たしている

ことを理解している。 

思考・判断・表現 

①交通網の広がり，外国との関わりなどに着目して，問いを見出し，貿易

や運輸の様子について考え表現している。 

②工業生産と貿易や運輸の働きを関連付けて貿易や運輸が工業生産に果た

す役割を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①工業生産における貿易や運輸について，予想や学習計画を立てたり，学

習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)工業製品の輸送と日本の貿易 

・つかむ 日本の輸送や貿易

について話し合い，学習問

題をつくりましょう。 

p.36～37 

1 ①自動車工業の学習をふ
り返り，輸送との関わ
りを話し合う。 

・部品は関連工場でつく
られ，組み立て工場に
運ばれる。 

・自動車はトラックや船
で運ばれる。 

・空輸される工業製品も
あるのではないか。 

② 工業に関わる貿易に
ついて話し合い，輸
送との関連をもとに
学習問題をつくる。 

・工業地帯にある港で輸
出入が行われているよ
うだ。 

・空港の貿易額も多い。 
 
 
 
 

◆地図帳や地球
儀，p.36～37の
写真などを活用
し，何がどのよ
うな手段によっ
て運ばれている
のかに着目し
て，輸送や貿易
と日本の工業生
産との関わりを
予想させる。 

 

 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「交通の広がりや
外国との関わりな
どに着目して，問
いを見出している
か」を評価する。 
 
 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「予想や学習計画
を立て，学習問題
を解決する見通し
をもっているか」
を評価する。 

(2)全国へ運ばれる工業製品                    

・調べる 工場でつくられた
工業製品は，どのように運
ばれているのでしょうか。 

p.38～39 
 

1 ①「京浜トラックターミ
ナルのまわり」や「日
本の主な交通もう」の
図などから，工業生産
における輸送手段を調

◆p.7「日本の工業
生産の分布」を
ふり返りなが
ら，交通網の広
がりに着目して

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，工業

学習問題 輸送や貿易は，日本の工業生産を
どのように支えているのでしょうか。 



54 

 

 べる。 
・トラックターミナルの

周辺にはさまざまな交
通手段がある。 

・工場でつくられた工業
製品は，さまざまな交
通手段を組み合わせて
運ばれる。 

②工業生産における輸送
の役割を話し合う。 

・輸送する場所や量によ
って交通手段を使い分
けたり組み合わせたり
している。 

・運輸は，各地に工業製

品を運ぶなど，重要な

役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

運輸と工業生産
との関わりを考
えるようにさせ
る。 

 

 

 

製品における運輸
の働きや交通網の
広がりについて理
解しているか」を
評価する。 

(3)日本の輸入の特色                          

・調べる 日本の輸入には，

どのような特色があるの

でしょうか。 

p.40～41 

 

1 ①「主な輸入品の輸入相
手国」「輸入量と国内
生産量のわりあい」な
どから，日本が輸入し
ている品目と相手国を
調べる。 

・オーストラリアやサウ
ジアラビアをはじめ，
世界中から輸入してい
る。 

・石油や石炭，天然ガ
ス，鉄鉱石など燃料や
原料を輸入している。 

②「主な輸入品の取りあ
つかい額のわりあいの
変化」をもとに，日本
の輸入の特色を話し合
う。 

・アジア地域で生産され
た，安くて品質のよい
工業製品が輸入されて
いる。 

・機械類の割合が高まっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆時間的な変化が
あまりないもの
と大きく変化し
ているものに着
目して輸入の特
色を考えるよう
にさせる。 

 
 
 
 
 
 
◆「まなび方コー
ナー（グラフを
比べる）」をも
とに，種類ごと
の割合の変化を
比べさせるよう
にする。 

 
 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，日本
の輸入の特色につ
いて理解している
か」を評価する。 

工業製品は，製品の種
類や量，輸送する場所
によってトラックや鉄
道，船，飛行機などを
使い分けながら各地に
輸送されている。 
      
 
 
 
 

日本は，工業生産に必要
な燃料や原料だけでな
く，国内ではつくれない
ものや国内よりも安く
つくれる製品を輸入し
ている。  
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（4）日本の輸出の特色                     

・調べる 日本の輸出には，

どのような特色があるの

でしょうか。 

p.42～43 

 

1 ①「主な輸出品の輸出相
手国」「輸出される機
械類」などから日本が
輸出している品目と相
手国を調べる。 

・自動車，鉄鋼，集積回
路など高い技術に支え
られた製品が輸出され
ている。 

・アメリカや中国をはじ
めとして世界中に輸出
している。 

②「主な輸出品の取りあつ
かい額のわりあいの変
化」をもとに，日本の輸
出の特色を話し合う。 

・1970年代からは機械類
が多くなった。 

・輸出製品は海外での生
産に使われている。 

・現地生産も多くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆時間的な変化が
あまりないもの
と大きく変化し
ているものに着
目して，輸出の
特色を考えるよ
うにさせる。 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，日本
の輸出の特色につ
いて理解している
か」を評価する。 

（5）これからの社会に向けて 

・調べる 原料や資源の多く

を輸入している日本では，

どのような取り組みが進

んでいるのでしょうか。 

p.44 

 

1/2 ①「主な風力発電所など
の分布」などから，原
料や資源を輸入に頼っ
ている状況での日本の
取り組みを調べる。 

・再生可能エネルギーの
開発が広がっている。 

・世界との結びつきを大

切にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆p.43「主な輸出
品の取りあつか
い額のわりあい
の変化」にみら
れる輸出額の増
大が，原料や資
源の輸入によっ
てもたらされて
いることに着目
して，日本の取
り組みの価値を
考えさせるよう
にする。 

 

 

 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「日本が原料や資
源の多くを輸入し
ている現状をふま
えた新たな取り組
みについて考え表
現しているか」を
評価する。 

（5）かるたにまとめる 

・まとめる 工業を支える運

輸や貿易について，かるた

にまとめましょう。 

p.45 

 

1/2 ①これまでの学習をふり
返り，「運輸」「貿
易」と「日本の工業生
産」との関わりを話し
合う。 

・資源が少ない日本は，

◆第2～4時の学習
でまとめてきた
こ と を ふ り返
り，工業生産に
果たす「運輸」
「貿易」の働き

［知技②］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「貿易や運輸は，
原材料の確保や製
品の販売などにお

日本は，輸入した原料
をもとに，高い技術に
よって生産した製品を
海外に輸出している。
また，輸出するだけで
なく，現地生産も増え
ている。 
 
 
 

原料や資源の多くを輸
入している日本は，再
生可能エネルギーの開
発をして輸入にばかり
頼らない取り組みを進
めたり，世界との良好
な結びつきを大切にし
たりする必要がある。 
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 貿易で原材料を確保し
ている。 

・運輸の働きが全国に広
がっているから，輸入
した原材料や生産した
工業製品を各地で使う
ことができる。 

②工業生産における「運
輸」「貿易」について重
要だと思ったことをか
るたに表現する。 

・（例）「貿易で 材料・
製品 支え合い」…日
本は原材料を輸入し，
製品を輸出することで
工業生産が成り立って
いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

に着目して，話
し合うようにさ
せる。 

 
 
 
 
◆「日本の工業生
産を支える」と
いう観点から，
自分が重要だと
感じたことを書
かせる。 

 
 

いて，工業生産を
支える重要な役割
を果たしているこ
とを理解している
か」を評価する。 
 
 
［思判表②］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「工業生産と貿易
や運輸の働きを関
連付けて，貿易や
運輸が工業生産に
果たす役割を考
え，適切に表現し
ているか」を評価
する。 

  

運輸や貿易は，日本の
工業生産に必要な原材
料を確保したり工業製
品を各地に届けたりす
るなど，工業生産にと
って重要な役割を果た
している。 
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小単元名 ４．これからの工業生産とわたしたち 
教科書の 

ページ 
下 p.46～55 

配当時数 5 時間 活動時期 11～12 月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア-(ｱ)(ｴ)，イ-(ｱ) 

 

小単元の目標 

我が国の工業生産について，伝統を生かした工業，中小工場の優れた技

術などに着目して，地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，まとめることで

工業生産の課題をとらえ，工業生産の発展と国民生活との関連を考え，表

現することを通して，原材料や資源の多くを輸入している我が国の工業生

産の現状をふまえ，消費者の需要や社会の変化に対応した新しい技術の開

発などが重要であることを理解できるようにするとともに，主体的に学習

問題を追究・解決しようとする態度や，学習したことをもとにこれからの

工業の発展について考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①伝統を生かした工業，中小工場の優れた技術などについて地図帳や地球

儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，工業生産の課題

を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，原材料や資源の多くを輸入してい

る我が国の工業生産の現状をふまえ，消費者の需要や社会の変化に対応

した新しい技術の開発などが重要であることを理解している。 

思考・判断・表現 

①伝統を生かした工業，中小工場の優れた技術などに着目して，問いを見

出し，工業生産の課題について考え表現している。 

②工業生産について学習してきたことを総合して工業生産の課題について

考え，学習したことをもとに，消費者や生産者の立場などから多角的に

考えて，これからの工業の発展について考え表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①これからの工業生産について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり

返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

②学習したことをもとに，これからの工業の発展について考えようとして

いる。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)日本の工業生産の特色 

・つかむ 日本の工業生産の
特色について話し合い，学
習問題をつくりましょう。 

p.46～47 

 

1 ①「自動車工業」や「輸
送と貿易」の学習，
p.46３のグラフなどを
もとに，日本の工業の
特色について話し合
い，学習問題をつく
る。 

・大きな工場で効率よく
組み立てていた。 

・部品は関連工場でつく
られている。 

・繊維工業や食料品工業
をはじめ中小工場の生
産額が多い。 

・鯖江市はめがねづくり
がさかんなようだ。 

・中小工場には特色があ
るのではないか。 

 
 
 

 

◆自動車工業の学
習をふり返り，
関連工場の役割
を考える中で，
大工場とは違っ
た特色があるこ
とに気づけるよ
うにする。 

 

 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「伝統を生かした
工業，中小工場の
優れた技術などに
着目して，問いを
見出しているか」
を評価する。 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「予想や学習計画
を立て，学習問題
を解決する見通し
をもっているか」
を評価する。 

学習問題 日本の工業生産は，すぐれた技
術をどのように生かし，発展していこうと
しているのでしょうか。 
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(2)昔から伝わる工業生産                    

・調べる 北陸地方の工場で
は，昔から伝わる技術をど
のように工業生産に生か
しているのでしょうか。 

p.48～49 
 
 

1 ①「めがね協会の小松原
さんの話」「伝統を生
かした北陸の工業」な
どから北陸地方の工業
生産を調べ，伝統的な
技術をどのように生か
しているのかを話し合
う。 

・100年以上前，めがね
づくりの技術が定着し
た。 

・めがね枠の国内生産の
90％以上が福井県で，
鯖江はその中心となる
産地。 

・産地ブランドをつくっ
ている。 

・高岡銅器や輪島塗な

ど，専門的な優れた技

術を職人が受け継いで

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆「めがねづくり」
「高岡銅器」「輪
島塗」に見られ
る，他地域には
真似できない高
い技術に着目し
て，「産地ブラン
ド」の意味を考
えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，伝統
を生かした工業の
様子について理解
しているか」を評
価する。 

(3)高い技術をほこる工場が集まる大田区                          

・調べる ものづくりのまち

大田区がほこる技術は，ど

のようなものなのでしょ

うか。 

p.50～51 

 

1 ①「北嶋さんの話」「田
中さんの話」などから
大田区での工業生産を
調べ，他地域との違い
について話し合う。 

・北嶋さんたちは「しぼ
り」という技術でロケ
ットの先端などをつく
っている。 

・世界でも大田区でしか
できない「オンリーワ
ン」の製品をつくって
いる。 

・田中さんたちは，近く
の工場どうしで協力し
て高い品質の製品をつ
くっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「北嶋さんの工
場」や「田中さ
んたちの製品づ
くり」に見られ
る高い技術や技
術のもち寄りに
着目して，「オ
ンリーワン」の
意味を考えさせ
るようにする。 

 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，中小
工場の優れた技術
について理解して
いるか」を評価す
る。 

大田区の工場では，そ
の工場でしかできない
技術を発揮したり工場
どうしで技術をもち寄
るなどの協力をしたり
して，国内外で評価さ
れるような製品をつく
っている。 
 
 
 

北陸地方の工場では，
昔から伝わる技術を生
かして産地ブランドと
したり伝統的な製品を
つくったりして，他地
域とは違った特色を出
して生産している。              
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（4）日本の工業生産の課題                     

・調べる 日本の工業生産に

は，どのような課題がある

のでしょうか。 

p.52～53 

 

1 ①「製造業で働く人口の
変化」のグラフや「輸送
と貿易」の学習などか
ら，日本の工業生産の
課題を話し合う。 

・原材料を輸入に頼って
いるので，資源の確保
を考える必要がある。 

・製造業の人口が減って
いて，国内生産ができ
なくなるのではない
か。 

・輸入品によって国産品
に影響が出てしまう。 

②写真資料などから，課
題に対する取り組みを
調べる。 

・人口減少の中，ロボッ
トが開発されている。 

・環境への配慮や品質の

高い製品を海外に輸出

している。 

・持続可能な社会に向け

た工業生産が求められ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆「資源確保」「人
口減少」「環境へ
の配慮」に着目
して，新たな取
り組みが持続可
能な社会づくり
につながってい
ることに気づか
せ る よう にす
る。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「学習したことを
もとに日本の工業
生産の課題につい
て考え表現してい
るか」を評価する。 

（5）話し合ってノートにまとめる 

・まとめる 日本の工業生産

についての学習をふり返

り，これからの工業生産に

ついてまとめましょう。 

p.54 

 

1/2 ①これまでの学習をふり
返って，これからの工
業生産に必要なことを
話し合い，学習問題に
ついて考えたことをノ
ートに書く。 

・（例）日本の工業は高い

技術があるので，困っ

ている人を助ける製品

づくりが日本の工業の

発展につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「産地ブランド」
「持続可能な社
会」などが示す
意味についてふ
り返りながら，
日本の工業生産
の発展について
考えさせるよう
にする。 

 

［知技②］ 
ノートの記述内容
から，「原材料や資
源の多くを輸入し
ている我が国の工
業生産の現状をふ
まえ，消費者の需
要や社会の変化に
対応した新しい技
術の開発などが重
要であることを理
解しているか」を
評価する。 

日本の工業生産には，
資源の確保や人口減
少，国内生産の圧迫な
どの課題があり，これ
らに対して新しい技
術やしくみを発展さ
せていくことが求め
られている。 

日本の工業生産は，資
源の確保や人口減少な
どの課題があるなか，
高い技術や伝統的な技
術を生かしたり，工場
どうしが技術をもち寄
って製品をつくったり
するなど，国内外で評
価される取り組みが行
われている。 
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（5）これからの工業生産に大切なこと 

・いかす これからの日本の

工業生産のために，大切だ

と思うことを話し合いま

しょう。 

p.55 

 

 

1/2 ①これからの工業生産の
ために大切なことにつ
いて，ランキング形式
で表現し話し合う。 

・（例）「製品づくりの資
源を確保すること」が
最も大切。資源を確保
しないことには日本の
工業生産は何も行うこ
とができなくなる。 

・（例）「さまざまな人の
生活を支える製品づく
り」が最も大切。社会
の課題を解決するよう
な製品づくりによって
信頼が高まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日本が直面して
いる課題に着目
して，日本の工
業生産の持続可
能性について考
えさせるように
する。 

 

 

 

 

［思判表②］ 
ノートの記述内容
から，「工業生産に
ついて学習してき
たことを総合し
て，工業生産の課
題について考え，
適切に表現してい
るか」を評価する。 
［態度②］ 
ノートの記述内容
から，「学習したこ
とをもとに，これ
からの工業の発展
について考えよう
としているか」を
評価する。 

  

日本の工業生産がこれ
からも発展していくた
めには「資源確保」「高
い技術」「環境への配
慮」「多様なニーズ」「消
費者目線」など，さまざ
まな視点から工業のあ
り方を考えていく必要
がある。 
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単元名 
４.情報化した社会と産業の発展（オリエンテ

ーション） 

教科書の 

ページ 
下 p.56～57 

配当時数 1 時間 活動時期 12 月 
学習指導要

領の内容 
(４)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)わたしたちをとりまく情報  

・わたしたちは，どのような

情報とどのようにかかわっ

ているのでしょうか。 

p.56～57 

1 ①どのような情報をどの
ように得ているのか発
表し合う。 

・他地域や外国のニュー
スはテレビやラジオ，
新聞で知る。 

・天気を知りたいときは
インターネットを使う
ことが多い。 

・趣味のことについて知
りたいときは雑誌を買
うことが多い。 

②情報を得る手段と情報
の内容との関わりを話
し合う。 

・インターネットは外で
も調べられる。 

・テレビは家族で一緒に
見ることができ，遠く
の場所のこともすぐに
知ることができる。 

 

 

 

 

◆「まなび方コー
ナー」を活用し，
比較するための
視点を意識して
特徴を整理する
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

［思判表］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，，
「さまざまなメデ
ィアの特徴を根拠
に，国民生活にお
けるメディアの使
い方を考え表現し
ているか」を評価
する。 

 

  

めあて わたしたちの生活の中で，情報は
どのような役わりを果たしているのでしょ
うか。 
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小単元名 １．情報産業とわたしたちのくらし 
教科書の 

ページ 
下 p.58～69 

配当時数 6 時間 活動時期 12 月 
学習指導要

領の内容 
 (4)ア-(ｱ)(ｳ)，イ-(ｱ) 

 

 

小単元の目標 

放送などの情報産業で働く人々について，情報を集め発信するまでの工

夫や努力などに着目して，聞き取り調査をしたり映像や新聞，インターネ

ットなどの各種資料で調べたりして，まとめることで放送などの情報産業

の様子をとらえ，それらの産業が国民生活に果たす役割を考え，表現する

ことを通して，放送などの情報産業は，国民生活に大きな影響を及ぼして

いることを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解

決しようとする態度や，学習したことをもとに情報の受け手として正しく

判断することや送り手として責任をもつことが大切であることを考えよ

うとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①放送などの情報産業で働く人々の情報を集め発信するまでの工夫や努

力などについて聞き取り調査をしたり映像や新聞，インターネットなど

の各種資料で調べたりして，必要な情報を集め，読み取り，放送などの

情報産業の様子を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，放送などの情報産業は，国民生活

に大きな影響を及ぼしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①放送などの情報産業で働く人々の情報を集め発信するまでの工夫や努

力などに着目して，問いを見出し，放送などの情報産業の様子につい

て考え表現している。 

②放送局などから発信される情報と自分たちの生活を関連付けて，放送

などの産業が国民生活に果たす役割を考えたり，学習したことをもと

に情報の送り手と受け手の立場から多角的に考え，受け手として正し

く判断することや送り手として責任をもつことが大切であることを考

えたりして表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①放送などの産業と情報との関わりについて，予想や学習計画を立てた

り，学習をふり返ったりして，主体的に学習問題を追究し，解決しよ

うとしている。 

②学習したことをもとに，情報の受け手として正しく判断することや送

り手として責任をもつことが大切であることを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)テレビから伝えられる情報 

・つかむ ニュース番組で
は，どのような情報が放送
されているのでしょうか。 

p.58～59 

 

1 ①よく見るテレビ番組に
ついて発表し合う。 

・天気予報を見て，傘が
必要か考える。 

・ニュース番組。 
②ニュース番組を視聴

し，情報の種類や放送
内容について話し合
う。 

・全国各地のさまざまな
出来事がその日のうち
に放送されている。 

・外国のことも放送され
ている。 

 

◆地図帳や地球儀
などを活用し，
ニュース番組で
取り上げられた
場所に着目し
て，放送内容を
調べるようにす
る。 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「必要な情報
を読みとり，ニュ
ース番組の内容や
特徴について理解
しているか」を評
価する。 
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(2)ニュース番組をつくる現場                    

・つかむ 番組をつくる放送
局について，疑問を出し合
って学習問題をつくり，学
習計画を立てましょう。 

p.60～61 
 
 

1 ①ニュース番組の放送に
ついて疑問を出し合い
学習問題をつくる。 

・どのように情報を集め
ているのか。 

・出来事をどのように選
んでいるのか。 

 
 
 
 
②予想を出し合い，学習
計画を立てる。 

＜調べること＞ 
・どのようにして情報を

集めているのか。 
・集めた情報をどのよう

にして伝えているの
か。 

・番組を見る人は，どの
ように情報を活用する
とよいか。 

◆第1時で調べた
ニュース番組に
ついて，調べた
ことをふり返
り，疑問を出し
合うようにさせ
る。 

 
 
 
 
◆予想を「情報収

集」「情報発信」
「情報の影響」
に分類して板書
し，学習計画に
整理する。 

 
 
 
 
 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「情報の集め方や
伝え方に着目して
問いを見出してい
るか」を評価する。 
 
 
 
 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「予想や学習計画
を立て，学習問題
を解決する見通し
をもっているか」
を評価する。 

(3)ニュース番組をつくるための情報収集                        

・調べる 放送局は，１本の

ニュース番組をつくるため

に，どのように情報を集め

ているのでしょうか。 

p.62～63 

 

1 ①放送局のホームページ
や「ニュース番組をつ
くる佐藤さんの話」な
どから情報の集め方を
調べ，工夫や努力を話
し合う。 

・多くの時間と人で番組
はつくられている。 

・正確で詳しい情報を得
るようにしている。 

・人権や公平，公正さな
どに配慮し，見る人が
求める情報を考えてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 

 

◆「多くの人で取
材をすること」
や「情報の正確
さや詳しさを確
認すること」に
着目して，情報
を集めたり選ん
だりする目的を
考えさせるよう
にする。 

 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「放送局で
は，ニュース番組
をつくるためにさ
まざまなことを考
えて情報を集めて
いることを理解し
ているか」を評価
する。 

（4）集めた情報を番組にしてとどける                    

・調べる 放送局は，集めた

情報をどのようにまとめ，

ニュース番組にして放送し

ているのでしょうか。 

1 ①「映像を編集する武山
さんの話」「アナウンサ
ーの高畑さんの話」「ニ
ュース番組編集長の金
子さんの話」などから

◆編集長が「番組
の進行を確認し
ていること」「情
報の順番をその
場で判断してい

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「放送局で
は，さまざまなこ
とを考えて伝え方

ニュース番組では全国
や世界の出来事，天気
予報などの情報が，そ
の日のうちに放送され
ている。   
 

学習問題 放送局の人々は，どのようにして
わたしたちに情報をとどけているのでしょ
うか。 

放送局は，１本のニュ
ース番組をつくるた
めに，正確さや詳し
さ，人権や公平，公正
さを考えつつ，見る人
が求める情報となる
ように工夫している。 
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p.64～65 

 

ニュース番組の放送の
しかたについて調べ，
工夫や努力を話し合
う。 

・映像の中でいちばん大
切なところや見る人が
求めているものを考え
ている。 

・常に，どの情報を放送
するのかをその場で判
断している。 

 
 
 
 
 
 
 

ること」に着目
して，情報を選
んで放送してい
ることを考えさ
せるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 

を工夫しているこ
とを理解している
か」を評価する。 

（5）情報を上手に生かす 

・調べる テレビ放送では，

どのような情報が放送さ

れ，どのようなえいきょう

があるのでしょうか。 

p.66～67 

 

1 ①テレビ番組の種類や
「熊本地震のボランテ
ィア活動」，「放送局編
集長の林さんの話」な
どから放送された情報
の活用や影響を調べ，
人々と情報との関わり
について話し合う。 

・被災地のニュースでボ
ランティアが集まっ
た。 

・送り手の考えによって
内容が変わる。 

・受け手の立場になって

考えて放送している。 

 

 

 

 

 

 

◆情報の受け手が
どのような影響
を受けるのかを
「よさ」「問題
点」の視点で話
し合い，情報と
の関わり方を考
えさせるように
する。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

［思判表②］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「放送局の工夫や
努力，情報発信の
影響について考
え，適切に表現し
ているか」を評価
する。 

 

 

 

 

 

 

（6）フローチャートにまとめて話し合う 

・まとめる 放送局がわたし

たちに情報をとどけるまで

の働きをフローチャートに

まとめ，話し合いましょう。 

p.68～69 

 

 

1 ①学習したことをフロー
チャートにまとめる。 

・正確さや詳しさ，人権
や公平，公正さを考え
つつ，見る人が求める
情報となるように工夫
して情報を集めてい
る。 

・見る人が情報を役立て
られるように工夫して
放送している。 

・情報は，人々の行動を
決めるきっかけとなっ
たり，社会の混乱を起
こしたりすることがあ
るので，影響を考える

◆第3～5時の学習
でまとめてきた
ことをふり返
り，放送局で働
く人々と国民生
活との関わりに
着目して，フロ
ーチャートに書
き込むようにさ
せる。 

 
 
 
 
 
 

［知技②］ 
ノートの記述内容
やワークシートの
内容から，「放送
局から発信される
情報の役割や影響
について理解して
いるか」を評価す
る。 
 
 
 
 
 
 
 

放送局は，番組を見る
人が求めている情報を
選ぶとともに，見る人
が情報を役立てられる
ように伝え方を工夫し
て放送している。 
     
 
 

テレビなどの情報は，
人々の行動を決めるき
っかけとなったり，報
道被害や社会の混乱を
起こしたりすることが
ある。  
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ことなどが必要。 
②情報について話し合
い，自分の考えをノー
トにまとめる。 

・役立つ情報を得ること
ができるが，社会の混
乱を引き起こすことも
あるので，しっかりと
情報の影響を考えて行
動したい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆放送局の人々の
工夫や努力，国
民生活への影響
などをふまえな
がら，国民の一
人として必要な
ことを考えさせ
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［態度②］ 
ノートの記述内容
から，「学習した
ことをもとに，情
報について，受け
手として正しく判
断することや送り
手として責任をも
つことが大切であ
ることを考えよう
としているか」を
評価する。 

  

放送局の人々は，人々
が求めている情報を選
ぶとともに，見る人が
情報を役立てられるよ
うに伝え方を工夫して
放送している。情報に
は，人々の行動を決め
るきっかけとなった
り，報道被害や社会の
混乱を起こしたりする
など大きな影響があ
る。 
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小単元名 ２．情報を生かす産業 
教科書の 

ページ 
下 p.74～83 

配当時数 5 時間 活動時期 1 月 
学習指導要

領の内容 
 (4)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-(ｲ) 

 

 

小単元の目標 

我が国の産業と情報との関わりについて，情報の種類，情報の活用のし

かたなどに着目して，聞き取り調査をしたり映像や新聞，インターネット

などの各種資料で調べたりして，まとめることで産業における情報活用の

現状をとらえ，情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を多

角的に考え，表現することを通して，大量の情報や情報通信技術の活用は，

さまざまな産業を発展させ，国民生活を向上させていることを理解できる

ようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や，

情報化の進展に伴う産業の発展や国民生活の向上について考えようとす

る態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

 

知識・技能 

①情報の種類，情報の活用のしかたなどについて，聞き取り調査をしたり

映像や新聞などの各種資料で調べたりして，必要な情報を集め，読み取

り，産業における情報活用の現状を理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，大量の情報や情報通信技術の活用

は，さまざまな産業を発展させ，国民生活を向上させていることを理解

している。 

思考・判断・表現 

①情報の種類，情報の活用のしかたなどに着目して，問いを見出し，産

業における情報活用の現状について考え表現している。 

②情報を活用した産業の変化や発展と人々の生活の利便性の向上を関連

付けて，情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を考

え，学習したことをもとに産業と国民の立場から多角的に考えて，情

報化の進展に伴う産業の発展や国民生活の向上について考え表現して

いる。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①大量の情報や情報通信技術の活用について，予想や学習計画を立てた

り，学習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとして

いる。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)くらしを支える産業と情報の活用 

・つかむ くらしを支える産
業の情報の生かし方につい
て話し合い，学習問題をつ
くりましょう。 

p.74～75 

 

1 ①くらしを支える産業で
は，情報をどのように
活用しているか話し合
う。 

・電車やバスなど，人を
運ぶ運輸の仕事では，
ＩＣカードなどを利用
している。 

・農業用水をスマートフ
ォンで管理している。 

②販売の仕事ではどのよ
うに情報を活用してい
るか，写真資料を参考
に話し合う。 

・レジでは，バーコード
を機械で読み込むと値
段が表示されるしくみ
になっている。 

・ポイントカードで支払

◆農業や水産業，
工業ではどのよ
うに情報を活用
していたかふり
返らせる。 

 
 
 
 
 
◆教科書p.75の写
真を見ながら，
買い物経験を通
じて知っている
ことなどを発表
させる。 

 
 
 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「情報の種類，情
報の活用のしかた
などに着目して，
問いを見出してい
るか」を評価する。 
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いもできる。 
③話し合ったことをもと
に疑問に思うことを出
し合い，学習問題をつ
くる。 

・いつも品物がそろって
いるのは，情報の活用
と関係があるのかな。 

・ポイントカードは，ど
のように利用されてい
るのだろう。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「予想や学習計画
を立て，学習問題
を解決する見通し
をもっているか」
を評価する。 
 

(2)情報を活用してはん売する                    

・調べる コンビニエンスス
トアでは，情報をどのよう
に活用してはん売の仕事を
しているのでしょうか。 

p.76～77 
 

 

1 ①コンビニエンスストア
では，情報をどのよう
に活用しているか話し
合い，p.76～77の資料
をもとに調べる。 

・いつどんな商品が売れ
たか本部に情報が送ら
れている。 

・店では，翌日の天気や
地域の行事などの情報
も活用して商品を発注
している。 

・ポイントカードで買い
物をすると，性別や年
齢などの情報も本部に
送られる。 

・本部では，集めた情報
を使って，新しい商品
の開発を行っている。 

②コンビニエンスストア
では，情報をどのよう
に活用しているか考え
話し合う。 

・コンビニエンスストア
の情報は，本部に送ら
れ，大量の情報になっ
ている。 

・本部では，買った人の
情報も集め，新商品の
開発に生かしている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆コンビニエンス
ストアと本部の
関係に着目して
調べさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会員カードや電

子マネーを申し
込むときは，個
人情報がどのよ
うに守られ，利
用されるのかを
確かめることが
大切であること
を知らせる。 

 
 
 
 
 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，コン
ビニエンスストア
の商品の販売に生
かす情報活用のし
かたについて理解
しているか」を評
価する。 

(3)情報を生かしてものを運ぶ                        

・調べる はん売の仕事で

は，商品を運ぶために情報

をどのように活用している

1 ①コンビニエンスストア
に商品が運ばれるとき
にどのように情報が活

◆p.79資料３は，
買い物に行きづ
らい方々がイン

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，

学習問題 はん売の仕事をするコンビニエ
ンスストアでは，どのような情報を何のため
に活用しているのでしょうか。 

販売の仕事をするコン
ビニエンスストアで
は，商品の販売に情報
を生かしたり，大量の
情報を活用して商品の
開発を行ったりしてい
る。 
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のでしょうか。 

p.78～79 

 

用されているか話し合
い，p.78資料１，２を
もとに調べる。 

・店からタブレットを使
って本部や工場に情報
が送られている。 

・本部ではトラックの位
置がわかり，災害の時
は本部から指示がだせ
るようになっている。 

②人々の願いに応えるた
めの情報を生かした工
夫をp.79 ３ ４の資料
などから調べる。 

・お年寄りや子育て中の
人などは，インターネ
ットを利用して商品を
お店から届けてもらう
こともできる。 

③販売の仕事では，商品
を運ぶために情報をど
のように活用している
か考え，話し合う。 

・店から情報が本部や工
場に送られ，商品が届
けられている。 

・お年寄りや子育て中の
人などにも，情報を活
用して商品が届けられ
るしくみがある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ターネット等を
利用し商品を送
り届けてもらう
しくみである。
人々の願いに応
えるための情報
活用としてとら
えさせたい。 

 
◆ＧＰＳを利用し
てトラックの位
置を把握するこ
とで，災害時に
も備えているこ
とに着目させ
る。 

 
 
 
 
 

「必要な情報を集
め，読み取り，コン
ビニエンスストア
の商品を運ぶ際等
の情報活用のしか
たについて理解し
ているか」を評価
する。 

（4）情報通信技術の活用によるサービスの広がり                    

・調べる はん売の仕事で

は，情報通信技術を活用し，

どのようにサービスを広げ

ているのでしょうか。 

p.80～81 

 

1 ①コンビニエンスストア

では，情報通信技術が

どのように活用されて

いるのか話し合い，

p.81資料３などから調

べる。 

・コンサートやスポーツ

の試合のチケットなど

が買える。 

・市役所などで発行する

証明書もとることがで

きるものがある。 

②販売の仕事では，情報

通信技術を活用し，ど

のようにサービスを広

げているのか考え，話

し合う。 

◆情報通信技術を

活用したサービ

スを受けた経験

を話し合うとと

もに，コピー機

でどのようなこ

とができるか調

べさせる。 

 

 

 

◆p.81の年表をも

とに，情報通信

技術の活用によ

ってコンビニエ

ンスストアがサ

ービスを広げて

［知技①］ 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，コン

ビニエンスストア

の情報通信技術の

活用によるサービ

スの広がりについ

て理解している

か」を評価する。 

販売の仕事をするコン
ビニエンスストアでは，
商品の配送にも情報が
生かされ，それは地域の
人々の安全・安心を確保
する取り組みにもつな
がっている。 
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・店の商品を買うだけで

なく，情報通信機器を

使って，いろいろなサ

ービスを受けられる。 

・情報通信機器を使っ

て，ほかの産業ともつ

ながることで，わたし

たちの生活は便利にな

っている。 

 

 

 

 

 

 

いること，わた

したちの生活も

便利になってい

ることを考えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

（5）関係図にまとめる 

・まとめる はん売の仕事を

するコンビニエンスストア

での情報活用について，関

係図にまとめましょう。 

p.82～83 

1 ①学習をふり返り，コン
ビニエンスストアがど
のように情報を活用し
ているか話し合う。 

・店で売れた商品や買っ
たお客さんの情報など
を集めて，新しい商品
を開発していた。 

・カーナビゲーションを
活用して，トラックの
位置がいつでもわかる
しくみになっていた。 

・情報通信技術を活用し
て，ほかの産業ともつ
ながってサービスを広
げている。 

②コンビニエンスストア
の情報活用について，
関係図にまとめ，発表
し合う。 

・集めた情報を販売の仕
事に生かす工夫と，情
報通信技術を生かして
ほかの産業とつなが
り，サービスを広げる
工夫があった。 

・情報を活用することで
販売の仕事が発展し，
わたしたちの生活も便
利になっている。 

 
 
 
 
 

 

 

◆各自のノートを
もとに，どのよ
うに情報を活用
していたか話し
合わせる。 

◆「集めた大量の
情報の活用」と
「情報通信技術
の活用」という
面があることを
考えさせたい。 

 
 
 
 
 
◆関係図は，p.83
を参考にワーク
シート形式にし
てもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技②］ 
ノートの記述や関
係図の内容から，
「調べたことをま
とめ，大量の情報
や情報通信技術の
活用は，販売業を
発展させ，国民生
活を向上させてい
ることを理解して
いるか」を評価す
る。 
 
 
 
 
[思判表②] 
ノートの記述や関
係図の内容から，
「情報を活用した
産業の変化や発展
と人々の生活の利
便性の向上を関連
付けて，情報を生
かして発展する産
業が国民生活に果
たす役割を考え，
適切に表現してい
るか」を評価する。 
 
 

  

大量の情報や情報通信
技術などの活用は，我
が国のさまざまな産業
を発展させ，国民生活
を向上させている。 
 
 
 

販売の仕事をするコン
ビニエンスストアで
は，情報通信技術を活
用し，ほかの産業とも
つながりながらサービ
スの幅を広げている。 
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小単元名 ３．情報を生かすわたしたち 
教科書の 

ページ 
下 p.90～97 

配当時数 4 時間 活動時期 1 月 
学習指導要

領の内容 
 (4)ア-(ｲ)(ｳ)，イ-(ｲ) 

 

小単元の目標 

情報活用のあり方について，情報の種類，情報の活用のしかたなどに着

目して，各種の資料で調べ，まとめることで情報化の進展が国民生活に果

たす役割や情報の適切な活用のしかたをとらえ，情報が国民生活に果たす

役割を考え，表現することを通して，情報化の進展により国民生活の利便

性が向上する一方，適切に情報を見極める必要があることを理解できるよ

うにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養

う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①情報の種類，情報の活用のしかたなどについて，各種の資料で調べて，

必要な情報を集め，読み取り，情報化の進展が国民生活に果たす役割や

情報の適切な活用のしかたを理解している。 

②調べたことを図表や文などにまとめ，情報化の進展により国民生活の利

便性が向上する一方，適切に情報を見極める必要があることを理解して

いる。 

思考・判断・表現 

①情報の使い方や情報活用に関連して起きている問題などに着目して，問

いを見出し，情報化の進展が国民生活に果たす役割や情報の適切な活用

のしかたについて考え表現している。 

②学習してきたことを総合して，情報活用のあり方について考え，表現し

ている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①情報活用のあり方について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返

ったりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

②学習したことをもとに，多角的に考えて，情報化の進展に伴う国民生活

における良さや課題について考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)あふれる情報 

・つかむ 日ごろの情報の生
かし方について話し合い，
学習問題をつくりましょ
う。 

p.90～91 

1 ①パソコンやスマートフ
ォンの利用経験を話し
合う。 

・メールを送ったり，電
車の時刻を調べたりし
た。 

・インターネットを利用
して調べ学習をした。 

②インターネットででき
ることや普及率を調
べ，どのようなことが
問題になるか話し合
い，学習問題をつく
る。 

・ルールやマナーを知ら
ないで使うと，トラブ
ルに巻き込まれること
がある。 

 
 

 

◆くらしの中で，
情報がどのよう
に活用されてい
る か 着目 させ
る。 

 
 
 
◆普及率の増加と
ともに，さまざ
まな問題が起き
ていることに気
づかせる。 

 
 
 
 

 

［思判表①］ 
発言内容から，「情
報の使い方や情報
活用に関連して起
きている問題など
に着目して，問い
を見出している
か」を評価する。 
 
 
 
 
 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「予想や学習計画
を立て，学習問題
を解決する見通し
をもっているか」
を評価する。 
 
 

学習問題 わたしたちは，情報とどのように
してかかわっていったらよいのでしょうか。 
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(2)情報活用のルールやマナー                   

・調べる 情報を上手に活用
するには，どのようなルー
ルやマナーを心がければ
よいのでしょうか。 

p.92～93 
 

 

1 ①p.92 １ ～３のインタ
ーネットを利用した犯
罪件数のグラフや犯罪
を伝える新聞記事の資
料などをもとに，その
原因を話し合う。 

・パソコンや携帯電話が
普及したことと関係が
あるのではないかな。 

・インターネットは，顔
を合わせなくても情報
のやり取りができるか
らではないかな。 

②インターネットで起こ
る問題を調べ，情報を
上手に活用するには，
どのようなルールやマ
ナーを心がければよい
か考え話し合う。 

＜問題の例＞ 
・ＳＮＳに書き込んだ個

人情報の流出。 
・代金を払ったが商品が

届かなかった。 
＜ルールやマナーの例＞ 
・インターネットの情報

の中には，有害なもの
や正しくないものもあ
ることを理解して利用
する。 

・インターネット上に流

れた情報は止めること

ができない。 

 

 

 

 

 

 

 

◆インターネット
の普及による家
庭や社会への影
響に着目させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆p.93の「インタ

ーネットの利用
で起こる問題の
例」をもとに具
体的に調べさせ
る。 

 
 
 
 
 
◆受信・発信の際

に守るべきルー
ルやマナーを考
えさせる。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，情報
化の進展による課
題や，情報活用の
ルールやマナーを
理解しているか」
を評価する。 

(3)調べ学習とインターネット                        

・調べる 情報を学習に生か

すには，どのようにすれば

よいのでしょうか。 

 p.94～95 

1 ①インターネットを利用
した調べ学習で困った
り，迷ったりした経験
を話し合う。 

・たくさんの情報があっ
てどれを選べばよいか
迷ったことがある。 

・集めた情報をそのまま
使ってよいのかわから
なかった。 

・メールで質問したいと
きはどうすればよいの
かわからなかった。 

②メディアリテラシーの
意味を知り，情報を集

◆社会科やそのほ
かの教科の学習
でインターネッ
トを利用した際
に困ったり迷っ
たりした経験を
発表させる。 

 
 
 
 
 
 
◆メディアリテラ
シーを身に付け

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，情報
の適切な活用のし
かたについて理解
しているか」を評
価する。 

インターネットはたく
さんの情報を送ったり
得たりすることができ
るが，問題が起きるこ
ともあり，ルールやマ
ナーを守った活用が大
切である。 
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めるときや読み取ると
きに大切なことを考
え，話し合う。 

・必要な情報かどうかを
見極め，情報を選んで
受け取る。 

・情報をそのまま書き写
さず，自分の言葉に置
き換えてまとめる。 

・発表の時は，参考にし

た資料や本の名前，作

者，発行元，発行年な

どを書いておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることが大切で
あることを理解
させる。 

 
 
 
 
 
 
◆本の奥付（書
名，作者名，発
行元，発行年）
を実際に見せる
とよい。 

 
 
 
 

 

（4）情報の活用について話し合う                   

・まとめる 情報をどのよう

に活用したらよいかまと

めましょう。 

p.96 

1/2 ①情報の活用について学
んできたことをふり返
り，話し合う。 

・情報化した社会では情
報がくらしや産業に役
立っている。 

・インターネットの情報
は便利に活用できる
が，すべて正しいとは
限らない。 

・インターネットによる
いじめや犯罪が問題に
なっている。 

②情報をどのように活用
し，生かしていったら
よいか考え，話し合
う。 

・インターネットを正し
く使うために，メディ
アリテラシーを身に付
けることが大切。 

・情報の活用には，ルー
ルやマナーが大切。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆第4単元全体を
俯瞰し，学んで
きたことを発表
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆情報化された社
会で生きるとい
う視点から，大
切だと思うこと
を話し合い，ノ
ートにまとめさ
せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技②］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「調べたことをま
とめ，情報化の進
展により国民生活
の利便性が向上す
る一方，適切に情
報を見極める必要
があることを理解
しているか」を評
価する。 
［思判表②］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「学習してきたこ
とを総合して，情
報活用のあり方に
ついて考え，適切
に表現している
か」を評価する。 

学校での調べ学習の
場面でもインターネ
ットは効果を発揮す
るが，そのためには正
しい使い方をする必
要があり，メディアリ
テラシーを身に付け
ることが大切である。 
 
 
 

家庭や社会では日常的
に情報が活用され，イ
ンターネットの活用
は，便利さをもたらす
反面，いじめや犯罪な
どの問題も起きてお
り，メディアリテラシ
ーを身に付け，ルール
やマナーを守って活用
することが大切であ
る。 
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（4）情報活用宣言   

・いかす わたしたちの情報

とのかかわり方を見直し，

情報活用宣言をつくりま

しょう。 

p.97 

 

1/2 ①これまでの学習をもと
に，自分たちの情報と
の関わり方をふり返
り，注意しなければな
らないことをグループ
で話し合い，クイズを
つくる。 

・個人情報を入力する場
合，相手を確かめるこ
とや余計なことを書か
ないことが大切。 

・ＳＮＳで発信すると
き，友達のことを書き
込んだり，個人情報を
発信したりしない。 

②グループごとに作成し
たクイズを相互に発表
し合い，情報を活用す
るうえで大切だと思う
ことを整理して「情報
活用宣言」を書く。 

・常に，個人情報の扱い
に注意する。 

・必要な情報はきちんと
確かめて使う。 

・ＳＮＳでいたずら書き
や悪口を書いたり，個
人情報を載せたりしな
い。 

 

 

 

 

 

 

◆各自のノートを
もとに，どのよ
うに情報を活用
していたか話し
合わせる。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度②］ 
発言や情報活用宣
言の内容から，「学
習したことをもと
に，多角的に考え
て，情報化の進展
に伴う国民生活に
おける良さや課題
について考えよう
としているか」を
評価する。 

  

情報の活用に当たって
は，確かな情報を収集・
選択して使うこと，誤
った情報や個人情報等
を発信しないことが大
切である。          
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単元名 
５.わたしたちの生活と環境 

（オリエンテーション） 

教科書の 

ページ 
下 p.98～99 

配当時数 1 時間 活動時期 2 月 
学習指導要

領の内容 
(５)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)自然環境とかかわっていく大切さ  

・わたしたちの生活は，どの

ような自然環境に囲まれ

ているのでしょうか。 

p.98～99 

1 ①わたしたちの生活と自
然環境との関わりにつ
いて話し合う。 

・国土の学習で，地形や
気候の特色を学習し
た。 

・世界自然遺産など日本
には，美しい自然環境
が残されているところ
が多くある。 

②資料を見ながら，豊か
な自然環境や環境が悪
化する問題について考
える。 

・木を植えているのはど
うしてだろう。 

・空がきれいになったの
はどうしてだろう。 

・災害など自然の怖さに
どのようにかかわって
いくのがよいのだろ
う。 

 

 

 

 

◆地図帳等も活用し
て国土について学
習したことをふり
返らせる。 

◆きれいな自然の写
真，自然災害の写
真等教科書の写真
を比較させて，自
分たちの生活を取
り巻く国土の環境
に気づかせる。 

［思判表］ 
発言内容から，
「我が国の国土
の自然環境と国
民生活との関連
について問いを
見 出 し て いる
か」を評価する。 

 

  

めあて 国土の自然環境は，わたしたちの生活

とどのようなかかわりがあるのでしょうか。 
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小単元名 １．自然災害を防ぐ 
教科書の 

ページ 
下 p.100～111 

配当時数 5 時間 活動時期 2 月 
学習指導要

領の内容 
 (5)ア-(ｱ)(ｴ)，イ-(ｱ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の自然環境と国民生活について，災害の種類や発生の位置

や時期，防災対策などに着目して，地図帳や各種の資料で調べ，まとめる

ことで国土の自然災害の状況をとらえ，自然条件との関連を考え，表現す

ることを通して，自然災害は国土の自然条件などと関連して発生している

ことや，自然災害から国土を保全し国民生活を守るために国や県などがさ

まざまな対策や事業を進めていることを理解できるようにするとともに，

主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①災害の種類や発生の位置や時期，防災対策などについて，地図帳や各種

の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，国土の自然災害の状況

を理解している。 

②調べたことを白地図や図表などにまとめ，自然災害は国土の自然条件な

どと関連して発生していることや，自然災害から国土を保全し国民生活

を守るために国や県などがさまざまな対策や事業を進めていることを理

解している。 

思考・判断・表現 

①災害の種類や発生の位置や時期，防災対策などに着目して，問いを見出

し，国土の自然災害の状況について考え表現している。 

②我が国で発生するさまざまな自然災害と国土の自然条件を関連付けて，

国や県などの防災・減災に向けた対策や事業の役割を考え，表現してい

る。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①自然災害について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったりし

て，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)自然災害が多い日本の国土 

・つかむ 日本で起きる自然
災害について話し合い，学
習問題をつくりましょう。 

p.100～103 

 

1 ①p.102～103の日本の災
害地図を見ながら，資
料１～10の災害が起き
た時期と場所を確認す
る。 

②同時に，p.102の災害
年表を見ながら，資料
１～10の災害が起きた
場所を確認する。 

・地震や津波はどのよう
なところで起きるのか
な。 

・高い土地や低い土地，
あたたかい土地や寒い
土地など，日本のさま
ざまな地形や気候の地
域について学んできた
から，自然災害も地形
や気候と関係があると
思う。 

・自然災害に対して，国
や都道府県では，どの
ような防災の取り組み
を行っているのかな。 

◆日本のどこで，
どのような自然
災害が起きてい
るのかを資料１

～10を見ながら
とらえられるよ
うにする。 

 
◆自然災害の発生

を地形や気候と
の関連で考えさ
せる。 

 
 
◆自然災害に対し

て，国や都道府
県では，どのよ
うな防災の取り
組みを行ってい
るのかという相
互の協力の視点
からも考えるよ
うに助言する。 

 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
から，「災害の種類
や発生の位置や時
期，防災対策など
に着目して，問い
を見出している
か」を評価する。 
 
[態度①]  
ノートの記述内容
から，「予想や学習
計画を立て，学習
問題を解決する見
通しをもっている
か」を評価する。 
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(2)地震災害への取り組み                   

・調べる 地震はどのような
ところで起こり，被害を減
らすためにどのような取
り組みが行われているの
でしょうか。 

p.104～105 
 

1 ①日本で地震が多いわけ

を，本文や資料３から

読み取り，話し合う。 

・複数のプレートの出合

う場所にあるから。 

②大地震に備えて，国で

はどのような対策や備

えをしているか，資料

４～７やことば「緊急

地震速報」などから，

読み取って話し合う。 

・気象庁では，緊急地震

速報を流して，大きな

揺れが来る前に，自分

の身を守れるようにし

ています。 

・中央防災会議や国土交

通省の災害対策本部で

は，地震の前触れや地

震が起きたときの対策

を話し合っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地震が起きるし
くみについて資
料から考えさせ
る。 

 
 
◆大きな地震に備
えて，国がどの
ような対策を行
っているのかを
調べるように助
言する。 

 
 
 
 
 
 
 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，国土
の自然災害の状況
やその対策につい
て理解している
か」を評価する。 

(3)津波災害への取り組み                       

・調べる 津波災害はどのよ

うなときに起こり，被害を

減らすためにどのような

取り組みが行われている

のでしょうか。 

p.106～107 

1 ①日本で津波が起きるわ

けを，本文や，資料３， 

４から読み取って話し

合う。 

・プレートの出合う場所

では大きなひずみがた

まって地震が起きると

津波が発生する。 

・津波は陸地に到達する

とさらに高くなる。 

②大津波からの被害を減

らすために，各都道府

県ではどのような取り

組みをしているのか，

◆津波の被害の広

がりを，資料３

から読み取らせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，津波
災害の被害を減ら
すための取り組み
について理解して
いるか」を評価す
る。 

学習問題 自然災害は地形や気候とどのよ
うなかかわりがあり，国や都道府県などで
は，どのような防災の取り組みを行っている
のでしょうか。 

日本は複数のプレー
トが出合う場所にあ
り，内陸にも断層が多
く地震が多い。地震の
前触れなどについて
話し合い，実際に地震
が起きたときの対応
も国は検討を行って
いる。         
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資料５～８からわかっ

たことを話し合う。 

・防潮堤や津波避難タワ

ーを建設している。 

・防災訓練をしている。 

・「津波記念碑」が残され

ている。 

①昔から，津波がここま

で来たという「津波記

念碑」が残されている

が，濱口梧陵のように

津波の被害を減らそう

と努力した人もいたこ

とを，p.107「村人を津

波から救った濱口梧

陵」からとらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆歴史的な見方・

考え方として，

村人を津波から

救った濱口梧陵

のような人物の

話題を取り上げ

て，昔から日本

では津波からの

被害を減らそう

とする人の努力

があったことを

考えさせる。 

（4）風水害への取り組み                         ★他教科との関連：理科 

・調べる 風水害はどのよう

なときに起こり，被害を減

らすためにどのような取

り組みが行われているの

でしょうか。 

p.108～109 

1 ①日本では風水害の被害
が大きくなる理由につ
いて，資料１，２と本
文から考え，話し合
う。 

・短時間に急な大雨が降
ることがあると，水が
あふれる。 

②風水害からの被害を減
らすために，各都道府
県ではどのような取り
組みをしているのか，
資料４～７からわかっ
たことを話し合う。 

・砂防ダム，地下放水
路，河川防災ステーシ
ョンなどをつくって，
水防活動の拠点にして
いる。 

・ハザードマップを避難
時に役立ててもらう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆砂防ダムや，放
水路など，被害
を減らすための
取り組みや対策
の意味をきちん
と押さえるよう
にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ハザードマップ
についても，そ
の意味をきちん
と話し合って，
自分がそれを使
うことを想定さ
せるようにした
い。 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，風水
害の災害が起きる
しくみや，被害の
大きさ，被害を減
らすための取り組
みについて理解し
ているか」を評価
する。 

大津波からの被害を
減らすために，各都道
府県では，防潮堤や津
波避難タワーを建設
しているほか，防災訓
練などを行っている。      
 
 
 

日本は，つゆがあり台
風がよく来る場所に
あるため，風水害の被
害が大きくなりがち
である。そのため，砂
防ダム，放水路，ハザ
ードマップなどの多
様な対策を国や都道
府県が行っている。  
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（5）火山の噴火や大雪への取り組み 

・調べる 火山や大雪による

被害を減らすために，どの

ような取り組みが行われ

ているのでしょうか。 

p.110 

1/2 ①資料１～４から，火山
や大雪への取り組みに
ついてわかったことを
話し合う。 

・火山の噴火に備えて，
気象庁では常に観測し
ている火山がある。 

・大雪に備えて，雪崩を
防ぐ柵などを道路の脇
につくっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，火山
の噴火や大雪の災
害がもたらす被害
の大きさ，被害を
減らすための取り
組みについて理解
しているか」を評
価する。 

（5）ノートにまとめる 

・まとめる 自然災害と国土

との関わりや，防災の取り

組みについて学習したこ

とをノートにまとめまし

ょう。 

p.111 

1/2 ①「まとめる」ページの
課題をノートに写し
て，わかったことを考
えて書く。 

・大津波からの被害を減

らすために，各都道府

県では，防潮堤や津波

避難タワーを建設して

いるほかに，防災訓練

をしている。 

・日本は，つゆがあり台

風がよく来るため風水

害の被害が大きくなり

がちである。だから，

砂防ダム，放水路，ハ

ザードマップなどの多

様な対策を都道府県が

行っている。 

・火山の噴火に備えて，
気象庁では常に観測し
ている。また，大雪に
備えて雪崩を防ぐ柵な
どを道路の脇につくっ
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「ことば」を生か
しながら，調べ
てわかったこと
をノートにまと
め る よう にす
る。 

◆教科書には「（教
科書の）空らん
に書きこんでみ
ましょう」と書
か れ てい るた
め，書ける児童
はそれでも構わ
ない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［知技②］ 
ノートの記述内容
から，「調べたこと
をまとめ，自然災
害と国土の自然条
件との関連や，国
や県などの対策や
事業について理解
しているか」を評
価する。 
 
［思判表②］ 
ノートの記述内容
から，「我が国で発
生するさまざまな
自然災害と国土の
自然条件を関連付
けて，国や県の防
災・減災に向けた
対策や事業の役割
を考え，適切に表
現しているか」を
評価する。 

 

  

火山の噴火に備えて，
気象庁では常に観測
を行っている。また，
大雪に備えて雪崩を
防ぐ柵などを道路の
脇につくっている。   
 
 
 
 
 

自然災害は国土の自
然条件などと関連し
て発生している。自然
災害から国土を保全
し国民生活を守るた
めに，国や県などがさ
まざまな対策や事業
を進めている。 
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小単元名 ２．わたしたちの生活と森林 
教科書の 

ページ 
下 p.112～123 

配当時数 6 時間 活動時期 2～3 月 
学習指導要

領の内容 
 (5)ア-(ｲ)(ｴ)，イ-(ｲ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について，森林資源の分布

や働きなどに着目して，地図帳や各種の資料で調べ，まとめることで国土

の環境をとらえ，森林資源が果たす役割を考え，表現することを通して，

森林は，その育成や保護に従事している人々のさまざまな工夫と努力によ

り国土の保全など重要な役割を果たしていることを理解できるようにする

とともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や，学習した

ことをもとに，国土の環境保全について，自分たちにできることなどを考

えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①森林資源の分布や働きなどについて，地図帳や各種の資料で調べて，必

要な情報を集め，読み取り，国土の環境を理解している。 

②調べたことを白地図や図表，文などにまとめ，森林は，その育成や保護

に従事している人々のさまざまな工夫と努力により国土の保全など重要

な役割を果たしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①森林資源の分布や働きなどに着目して，問いを見出し，国土の環境につ

いて考え表現している。 

②我が国の国土における森林の分布と国民の生活舞台である国土の保全を

関連付けて，森林資源が果たす役割を考えたり，学習したことをもと

に，国土の環境保全について，自分たちにできることなどを考えたり選

択・判断したりして，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①森林資源の働きについて，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返っ

たりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

②学習したことをもとに，国土の環境保全について，自分たちにできるこ

となどを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)日本の森林 

・つかむ 日本の森林は，ど
のようになっているので
しょうか。 

p.112～113 

1 ①森林の様子の写真やグ
ラフ資料から，日本に
は森林が多くあること
をとらえる。 

・ 日本の総面積に対して
約3分の2が森林になっ
ている。世界各国と比
べても森林の多い国で
ある。 

・森林が少ないと土砂崩

れがおきやすい。 

 

 

 

 

 

 

◆写真資料と地図
やグラフを比べ
て，森林の働き
について考えさ
せる。 

◆日本の土地利用
の地図から，森
林資源の分布に
着目して，日本
には森林が多い
ことに気づかせ
る。 

 
 
 
 
 
 

［知技①］ 
発言内容から，「必
要な情報を読み取
り，日本の森林の
広がりやその働き
について理解して
いるか」を評価す
る。 

(2)森林との関わり                   

・つかむ 森林とわたしたち
のくらしの関わりを話し
合って学習問題をつくり，

1 ①森林の様子を写真やグ
ラフで見て，気づいた
ことや森林にはどのよ

◆写真やグラフか
ら森林には天然
林のほかにも人

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，

森林は，日本の国土面
積の約 3 分の 2 を占
めている。森林は全国
に広がっており，国土
の保全などさまざま
な働きがある。 
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学習計画を立てましょう。 
p.114～115 

 

うな働きがあるか話し
合う。 

・森林は天然林と人工林
に分けることができ，
天然林の方が面積が多
い。 

・天然林と人工林で，働
きに違いはあるのだろ
うか。 

・森林はどのような働き

をしているのだろう

か。 

 

 

 

 
②学習問題について予想
し，学習計画を立てる。 

・森林は，だれがどのよ
うに守っているのか。 

・防砂林などくらしを守
る働きについて。 

・林業について。 
・木材など森林資源につ
いて。 

工林があること
に気づかせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆米づくりの学習
で学んだ防砂林
などの既習事項
を想起させ，森
林にはどんな働
きがあるか予想
させる。 

 

「森林資源の分布
や天然林・人工林
の様子に着目して
問いを見出してい
るか」を評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言から「予想
や学習計画を立
て，学習問題を解
決する見通しをも
っているか」を評
価する。 

(3)貴重な天然林・白神山地                    

・調べる 白神山地には，ど

のような森林の働きがあ

るのでしょうか。 

p.116～117 

1 ①地図帳で白神山地の位
置や広さなどについて
調べ，写真資料をもと
に山地の様子を具体的
に調べる。 

・ 青森県から秋田県にか
けて広がる，ぶなの天
然林が広がる山地。 

・世界遺産にも登録され
ている。 

②森林の役割や天然林を
守ることの大切さにつ
いて調べ，発表し合う。 

・動物たちが生きる場で
もある。 

・森林ときれいな川を守
るために努力している
人々がいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆世界遺産に登録
されるまでにど
のようにして自
然を守ってきた
のか，教科書の
資料からつかま
せる。 

 
 
 
◆赤石川の資料を
読み取り，森林
には多くの水分
がしみこみ，豊
かな自然環境を
つくりだしてい
るなど森林資源
の働きに着目し
て，森林資源が
果たす役割を考
える。 

 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，白神
山地の天然林の働
きについて理解し
ているか」を評価
する。 

（4）木材をつくり出す森林                   

・調べる 林業で働く人は，

どのように森林を利用し

ているのでしょうか。 

1 ①白神山地に近い秋田県
の人工林について調
べ，人々の工夫や努力

◆森林の木が木材
になるまでの作
業過程をノート

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「必要な情報

学習問題 森林にはどのような働きがあ
り，わたしたちの生活とどのようなかかわ
りがあるのでしょうか。 

世界遺産である白神
山地のぶなの森の恵
みは，観光資源，動植
物のすみか，赤石川の
源流資源として役立
っている。その自然を
守るためにさまざま
な人々が働いている。 



81 

 

p.118～119 についてわかったこと
をノートにまとめる。 

・ 秋田杉は，主に住宅用
の木材として使われて
いる。 

・植えた木が大きく育
ち，よい木材となるま
でには長い年月がかか
る。 

・間伐などの手入れをす
ることが大切である。 

 
 
 
 
 
 

にまとめるなど
して，働く人の
工夫や苦労に気
づかせる。 

 
◆グラフや資料か
ら森林資源は国
土保全につなが
っていること，
林業で働く人々
が減っているこ
となどについて
考えさせるよう
にする。 

 
 

を集め，読み取り，
森林と林業の関わ
りについて理解し
ているか」を評価
する。 

（5）さまざまな森林の働き 

・調べる 森林には，どのよ

うな働きがあり，森林資源

はどのように利用されて

いるのでしょうか。 

p.120～121 

1 ①森林の働きやその大切
さについて話し合い，
木材の活用や自分たち
の生活とのつながりに
ついてまとめる。 

・ 森林は，生き物にとっ
て大切な場所である。 

・秋田杉を使った伝統的
工芸品もある。 

・防雪林は雪から鉄道を

守っている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆森林の働きと利
用についてさま
ざまな角度から
調べ，わかった
こ と を話 し合
い，木材や森林，
また林業の未来
について考える
ようにする。 

◆4年生で学習し
た水源林の働き
な ど も想 起さ
せ，森林の働き
の重要性に気づ
かせる。 

 

 

 

 

 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「必要な情報を集
め，読み取り，さま
ざまな森林の働き
や森林資源の利用
について理解して
いるか」を評価す
る。 

（6）守っていきたい森林 

・まとめる 森林の働きにつ

いてまとめ，環境を守るこ

とについて考えてみまし

ょう。 

p.122～123 

1 ①これまで森林について
学習してきたことをノ
ートにまとめ，自分の
考えを発表し合う。 

・森林には，資源として
の働きや自然災害を減
らす働きがある。 

・ 白神山地のような天然
林を守っていきたい。 

・ わたしたちが木を使っ
た製品を積極的に使え
ば，人工林が増え，林
業がさかんになるので
はないか。 

②小単元をふり返り，森
林を守っていくために
自分たちにできること
を話し合う。 

◆「ことば」を活用
して表現させる
ことによって，
これまでの学習
で学んだことを
生かせるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 
◆国土の環境をと
らえ，森林資源
が果たす役割を
考えて自分なら

［知技②］ 
ノートの記述内容
や発表の内容か
ら，「調べたことを
まとめ，その育成
や保護に従事して
いる人々のさまざ
まな工夫と努力に
より国土の保全な
ど重要な役割を果
たしていることを
理解しているか」
を評価する。 
［思判表②］ 
ノートの記述内容
や発表の内容か
ら，「学習したこと
をもとに，森林資

林業に従事する人々は
何十年もかけて木を育
てている。人々は，山の
環境を守りながら林業
を行っている。  

森林には，防雪林や土
砂崩れを防ぐなどわ
たしたちの生活を守
ったり，水をたくわえ
たりする働きがある。
わたしたちのまわり
には，森林資源を生か
したさまざまな木材
製品があり，生活を支
えている。 
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 どのようにして
森林資源を守っ
ていくか，発表
できるようにす
る。 

源を守るために自
分たちが協力でき
ることを考えたり
選択・判断したり
しているか」を評
価する。 
［態度②］ 
ノートの記述内容
や発表の内容か
ら，「学習したこと
をもとに，森林資
源を守るために，
自分たちが協力で
きることを考えよ
うとしているか」
を評価する。 

  

日本の国土には豊か
な森林があり，その育
成や保護に従事して
いる人々のさまざま
な工夫と努力により
守られており，国土の
保全や森林資源など
重要な役割を果たし
ている。 
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小単元名 ３．環境を守るわたしたち 
教科書の 

ページ 
下 p.124～133 

配当時数 5 時間 活動時期 3 月 
学習指導要

領の内容 
 (5)ア-(ｳ) (ｴ)，イ-(ｳ) 

 

小単元の目標 

我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について，公害の発生時期

や経過，人々の協力や努力などに着目して，地図帳や各種の資料で調べ，

まとめることで公害防止の取り組みをとらえ，その働きを考え，表現する

ことを通して，関係機関や地域の人々のさまざまな努力により公害の防止

や生活環境の改善が図られてきたことや，公害から国土の環境や国民の健

康な生活を守ることの大切さを理解できるようにするとともに，主体的に

学習問題を追究・解決しようとする態度や，学習したことをもとに，国土

の環境保全について，自分たちにできることなどを考えようとする態度を

養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①公害の発生時期や経過，人々の協力や努力などについて，地図帳や各種

の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取り，公害防止の取り組みを

理解している。 

②調べたことを白地図や図表，文などにまとめ，関係機関や地域の人々の

さまざまな努力により公害の防止や生活環境の改善が図られてきたこと

や，公害から国土の環境や国民の健康な生活を守ることの大切さを理解

している。 

思考・判断・表現 

①公害の発生時期や経過，人々の協力や努力などに着目して，問いを見出

し，国土の環境について考え表現している。 

②公害防止の取り組みと環境改善や人々の健康な生活を関連付けて，公害

防止の取り組みの働きを考えたり，学習したことをもとに，国土の環境

保全について，自分たちにできることなどを考えたり選択・判断したり

して，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①公害防止の取り組みについて，予想や学習計画を立て，学習をふり返っ

たり見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

②学習したことをもとに，国土の環境保全について，自分たちにできるこ

となどを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)豊かな水資源をもつ京都市 

・つかむ 鴨川の変化につい
て話し合い，学習問題をつ
くりましょう。 

p.124～125 

1 ①鴨川と京都市民との関
わりを調べる。 

・鴨川の豊かな水が市民
の生活やゆばづくりな
どの産業を支えてい
る。 

・現在は，いこいの場と
して親しまれている。 

②現在と過去の鴨川の様
子を比べて，疑問を出
し合い，学習問題をつ
くる。 

・なぜ汚れていたのか。 

・どのようにしてきれい

にしたのか。 

・だれがきれいにしたの

か。 

◆鴨川は市民にと
って多様な価値
があることに気
づかせる。 

◆「汚れた理由」や
1970 年以降に改
善されているこ
とに着目して考
えさせる。 

 

 

 

 

［思判表①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「公害の発生時期
や経過，人々の協
力や努力などに着
目して問いを見出
しているか」を評
価する。 
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③学習計画を立てる。 
・昔鴨川がよごれていた

原因。 
・よごれていた鴨川をき

れいにした取り組み。 

・美しい鴨川を守るため

の取り組み。 

 

 
 
 
［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「予想や学習計画
を立て，学習問題
を解決する見通し
をもっているか」
を評価する。 

(2)生活が便利になる一方で                   

・調べる なぜ鴨川はよごれ
ていたのでしょうか。 

 p.126～127 
 

1 ①当時の新聞記事や「市
役所の大原さんの
話」，「公害にかかわる
苦情・ちん情」（地
図）などから，当時の
社会の様子を調べ，汚
れの原因について話し
合う。 

・生活排水や工場排水に
よって汚れた。 

・産業の発展で生活が便
利になる一方，環境を
考えない人が多かっ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生活のしかたや
生産のしかた，
人々の環境の意
識などが原因に
なっているこ
と，それらは当
時の日本の傾向
であったことに
着目して考えさ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「必要な情報
を集め，読み取り，
鴨川における公害
発生の原因につい
て理解している
か」を評価する。 

(3)美しい鴨川を取りもどすために                    

・調べる 全国的に公害が広

がったころ，京都市では，

鴨川をきれいにするため

に,どのような取り組みが

行われたのでしょうか。 

p.128～129 

1 ①年表や「市役所の大原
さんの話」，「友禅あら
い職人の澁谷さんの
話」などから，環境を
よくするための取り組
みについて調べ，話し
合う。 

・国は法律を整え，県や
市は，下水道を整えた
り工場排水を規制した
りした。 

・工場の人たちは県や市
のルールに協力し，工
場を移転したり排水で
汚したりしないように
工夫した。 

 
 
 
 
 

◆国や県・市など
の行政によって
しくみが整えら
れ，工場などが
それらに対して
できることを協
力していること
に着目して考え
させる。 

 
 
 
 
 
 

［知技①］ 
ノートの記述内容
から，「必要な情報
を集め，読み取り，
鴨川の環境改善の
取り組みについて
理解しているか」
を評価する。 

学習問題 鴨川は，だれがどのようにして
きれいな川にしているのでしょうか。 

高度経済成長によって
日本の産業が発展する
なか，国民生活は便利
になったが環境に対す
る国民の意識が低く公
害が発生した。鴨川で
も住民の意識が低く，
川が汚れてしまった。    
 
 
 

全国的に公害が広がっ
たころ国は法律などを
定めた。京都市は，下
水道の整備や工場排水
を規制し，川を汚さな
いために工場などの協
力をすすめた。                             
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（4）取りもどした環境を守るために                   

・調べる きれいになった鴨

川を守るために，どのよう

な取り組みが行われてい

るのでしょうか。 

p.130～131 

1 ①「鴨川を美しくする会
の杉江さんの話」や
「京都府鴨川条例」な
どから現在の取り組み
を調べ，環境を維持す
る様子について話し合
う。 

・市民が川に親しむイベ
ントを行うことで，環
境を守る気持ちをもつ
ようにしている。 

・市民の活動によって府
が条例をつくり，さら
に環境が守られるよう
にしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆きれいになった
川で遊ぶ人がご
みを出すように
なったことに着
目して，新たな
課題を把握させ
る。 

◆市民自身が環境
を守る取り組み
をすることで，
環境への意識を
高めようとして
いることに着目
し て 考え させ
る。 

 
 
 
 
 

［態度①］ 
ノートの記述内容
や発言内容から，
「鴨川における新
たな課題に着目し
て学習を見直し，
市民団体の取り組
みを調べようとし
ているか」を評価
する。 

（5）つながりを考えて話し合う 

・まとめる 鴨川の環境を守

るための取り組みをそれ

ぞれの立場でまとめ，話し

合いましょう。 

p.132～133 

1 ①学習したことをふり返
って，鴨川の環境を守
る取り組みをそれぞれ
の立場でまとめる。 

・行政は，下水道を整備
したり工場排水の規制
を行ったりした。 

・工場は，川を汚さない
工夫をして，府や市の
取り組みに協力した。 

・市民は，人々が環境を
守る意識を高められる
工夫を行っている。 

②自分はだれの活動に協
力できるか話し合う。 

・市民主催のイベントに
協力できる。 

・府や市に対して，下水
道を正しく使うこと
で，協力できる。 

③小単元をふり返る。 
・産業の発展や生活の向
上の一方で，人々の行
動で環境を悪化させて
しまうことがある。一
人一人が環境への意識
をもって取り組むこと
が大切だ。 

 
 

◆環境を守るため
に，それぞれの
立場の人が，ど
のような役割を
果たしているの
かに着目して考
えさせる。 

 
 
 
 
 
 
◆自分の活動は，
どのような役割
を果たせそうな
のかを意識させ
る。 

 
 
◆「環境が悪化し
た原因」「環境を
改善し，維持す
るために努力す
る人の姿」に着
目してふり返る
ようにさせる。 

 
 
 

［思判表②］ 
まとめの内容か
ら，「行政や工場，
市民団体の取り組
みを関連付けて，
考えたことを表現
しているか」を評
価する。 
［知技②］ 
ノートの記述やワ
ークシートの内容
から，「調べたこと
をまとめ，行政や
工場，市民の努力
により，公害の防
止や生活環境の改
善が図られたこと
や，健康な生活を
守ることを継続さ
せる大切さを理解
しているか」を評
価する。 
［態度②］ 
ノートの記述内容
から，，「学習した
ことをもとに，国
土の環境保全につ
いて，自分たちに
できることなどを
考えようとしてい

きれいになった鴨川を
守るために，住民たちが
川に親しむイベントを
行ったり清掃活動を行
ったりして，人々の環境
への意識を高める取り
組みをしている。   
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るか」を評価する。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

（1）ことなる立場から考えよう 

・いかす 自然を守りなが

ら，人が生活をしていくた

めには，どのようなことを

大切にしなければならな

いのでしょうか。 

p.138～139 

1 ①川をめぐる問題につい
て，異なる二つの立場
の意見をそれぞれ「よ
さ」「問題点」に分けて
表にまとめ，自分の意
見を書く。 

＜Aさんたちの意見＞ 
よさ 
・川のまわりをコンクリート
で整備すると，洪水にな
りにくい。災害の心配が
減る。 

・親水公園を川のまわり
に建設して，みんなの
憩いの場にすることが
できる。 

問題点 
・川の環境が変わってし
まう。 

＜Bさんたちの意見＞ 
よさ 
・洪水の際の避難計画を
考えることで，川の自
然の姿をそのまま守る
ことができる。 

問題点 
・災害が起こった際に，
被害が大きくなる心配
がある。 

②AさんたちとBさんたち
の意見の違いから，自
然に対する二つの考え
方があることを整理
し，自然を守りながら
人々が生活していくた
めにはどのようなこと
が大切か，自分の考え
を書く。 

◆第 5 単元全体を
ふ り 返り なが
ら，二つの立場
の意見について
考えさせる。 

◆二つの立場の意
見を「問題点」
「よさ」を整理
させた上で，自
分の考えを書か
せ る よう にす
る。 

◆正解があるわけ
ではないが，こ
れまでの学習を
ふまえて根拠を
明確にして自分
の考えを書くよ
うに指導する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［態度］ 
表やノートの記述
内容から，「学習し
たことをもとに，
国土の環境保全に
ついて，自分たち
にできることなど
を考えようとして
いるか」を評価す
る。 
［思判表］ 
表やノートの記述
内容から，「学習し
たことをもとに，
国土の環境保全に
ついて自分たちに
できることを考え
たり選択・判断し
たりして，適切に
表現しているか」
を評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鴨川では，これまで市
や工場，地域の人々な
どのさまざまな努力に
より，公害の防止や環
境の改善が図られてき
ており，環境保全につ
ながる継続的な取り組
みや，健康な生活を守
ることが大切である。 


